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一

中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
下
）

　
　
　

― 

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現 

―

松　

本　

光　

隆

【
キ
ー
ワ
ー
ド
】
中
院
僧
正
点
、
明
算
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
、
説
話
の
場
、
文
末
表
現

　

本
稿
は
、
紙
幅
の
関
係
で
分
割
掲
載
を
せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読

語
（
上
）
― 

宗
派
流
派
内
の
訓
読
語
体
系
の
記
述
を
巡
っ
て 

―
」（『
広
島
大
学
文
学
研
究
科

論
集
』
第
70
巻
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）
の
続
稿
で
あ
る
。

六
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現
体
系

　

高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
は
、
明
算
の
加
点
に
な
る
訓
点
資
料
で
あ
る

が
、
こ
の
妙
法
蓮
華
経
の
加
点
密
度
は
、
先
に
論
じ
た
大
毗
盧
遮
那
経
の
加
点

状
況
と
同
様
に
、
仮
名
点
の
加
点
は
少
な
く
、
語
彙
的
に
は
多
量
の
言
語
情
報

を
与
え
て
く
れ
る
資
料
で
は
な
い
。
し
か
し
、
第
五
節
ま
で
に
説
い
た
如
く
、

本
稿
で
文
末
表
現
の
体
系
を
帰
納
す
べ
き
根
拠
と
し
た
文
末
表
現
の
特
定
は
、

こ
の
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
い
て
も
同
様
に
可
能
で
あ
っ
て
、
こ

の
実
態
を
基
に
し
て
以
下
に
、
最
文
末
一
語
の
表
現
体
系
を
記
述
す
る
こ
と
と

す
る
。

　

依
拠
し
た
本
文
は
、大
坪
併
治
『
訓
点
資
料
の
研
究
』（
昭
和
四
十
三
年
六
月
、

風
間
書
房
）
で
あ
る
が
、
大
坪
博
士
の
訓
読
文
を
参
照
し
つ
つ
、
同
書
掲
載
の

写
真
版
に
よ
っ
た
。
当
該
資
料
は
、
白
点
加
点
の
資
料
で
あ
る
が
、
掲
載
の
写

真
は
白
点
識
別
は
比
較
的
容
易
な
も
の
で
あ
っ
て
、
訓
読
文
と
の
対
照
に
拠
っ

て
文
末
が
確
認
さ
れ
る
も
の
と
判
断
し
た
。
集
計
に
当
た
っ
て
は
、
ま
ず
、
前

提
作
業
と
し
て
、
同
資
料
内
に
存
す
る
文
体
的
偏
倚
を
記
述
し
て
お
く
。

　

以
下
に
掲
げ
た
も
の
は
、高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
八
に
存
す
る「
妙

法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
第
二
十
五
」
を
例
と
し
て
掲
げ
た
文
末
表
現
の

集
計
表
で
あ
る
。
同
一
品
の
中
の
文
体
的
偏
倚
を
把
握
す
る
た
め
に
、
同
品
訓

読
語
の
文
末
表
現
を
、
先
ず
、
偈
の
部
分
と
そ
れ
以
外
に
分
割
す
る
。
こ
の
分

割
の
根
拠
は
、
も
と
も
と
梵
語
の
韻
文
で
あ
っ
た
も
の
の
漢
訳
で
、
漢
文
の
形

式
の
問
題
で
も
、
偈
の
部
分
は
、
五
字
一
句
の
漢
文
と
な
っ
て
い
る
が
、
偈
以

外
の
と
こ
ろ
は
、
こ
う
し
た
漢
文
の
形
式
を
採
ら
な
い
。
更
に
偈
以
外
の
部
分

を
、
地
の
文
と
会
話
文
と
に
分
割
す
る
。
循
環
論
に
な
る
こ
と
を
恐
れ
る
が
、
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二

こ
の
分
割
の
根
拠
は
、
日
本
語
一
般
に
文
体
差
が
仮
設
さ
れ
て
、
文
体
的
差
異

を
帰
納
し
よ
う
と
さ
れ
て
き
た
か
ら
で
あ
る
。
稿
者
は
か
つ
て
、
漢
籍
に
お
け

る
、
所
謂
、
和
文
語
な
る
も
の
が
、
会
話
文
部
分
に
現
れ
や
す
い
こ
と
を
論
じ
、

漢
文
訓
読
語
に
お
い
て
地
の
文
と
会
話
文
と
に
文
体
差
が
存
し
た
こ
と
論
じ
た

こ
と
が
あ
る（
（（
（

が
、
か
か
る
実
態
を
視
座
に
、
偈
と
偈
以
外
に
分
か
ち
、
更
に
偈

以
外
の
部
分
を
地
の
文
と
会
話
部
分
と
の
二
種
に
分
割
す
る
。
な
お
、
偈
中
に

含
ま
れ
る
会
話
部
分
は
、
便
宜
上
、
偈
の
会
話
部
分
と
し
て
（　

）
に
包
ん
で

示
し
集
計
し
た
。
集
計
の
計
数
結
果
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

偈
（
偈
中
の
会
話
）　 
偈
以
外
会
話 　

偈
以
外
地
の
文

動
詞
終
止
形 

10 

22 

φ

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

φ
（
１
） 
１ 

φ

　
　

命
令
形 

φ
（
１
） 
１ 

φ

形
容
詞
終
止
形 

φ 

１ 

φ

　
「
な
し
」
終
止
形 

φ
（
１
） 

φ 
φ

　
　

命
令
形 

φ
（
１
） 

１ 
φ

補
助
動
詞

　
「
た
ま
ふ
」（
四　

段

以
下
同

）
終
止
形 

φ 

２ 

１

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

φ 

２ 

φ

　
　

命
令
形 

φ 

２ 

φ

　
「
た
て
ま
つ
る
」
終
止
形 

１ 

φ 

１

助
動
詞

　
「
き
」　

終
止
形 

φ 

φ 

１

　
「
り
」　

終
止
形 

φ
（
１
） 

φ 

φ

　
「
な
り
」（
指
定
）
終
止
形 

φ
（
１
） 

φ 

φ

　
「
ご
と
し
」
終
止
形 

φ
（
１
） 

１ 

φ

　
「
べ
し
」
終
止
形 

φ
（
１
） 

５ 

φ

　
「
む
」
終
止
形 

φ
（
12
） 

16 

φ

　
「
じ
」
終
止
形 

φ
（
３
） 

５ 

φ

　
「
ず
」
終
止
形 

φ
（
１
） 

１ 

１

助
詞

　
「
と
」（
格
助
詞
） 

φ 

１ 

４

　
「
を
」（
格
助
詞
） 

φ
（
１
） 

φ 

φ

　
「
や
」 

φ 

２ 

φ

　
「
ぞ
」 

φ 

２ 

φ

名
詞 

φ 

２ 

φ

ク
語
法 

１ 

２ 

11

「
ゆ
ゑ
に
」 

φ 

１ 

φ

文
末
計
12（
25
）　

文
末
計
70　

文
末
計
19　

［
表
１
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
観
世
音
菩
薩
普
門
品
に
お
け
る
文
末
表
現

　

右
の
集
計
に
よ
っ
て
判
る
こ
と
は
、
最
下
段
の
偈
以
外
の
地
の
文
に
お
け
る

文
末
が
19
例
し
か
存
し
な
い
こ
と
で
あ
る
。
普
門
品
の
総
文
末
数
は
126
文
末
が

帰
納
で
き
る
が
、
地
の
文
の
出
現
比
率
は
、
19
例
で
、
15.0
％
に
過
ぎ
な
い
。
つ



広島大学大学院文学研究科論集　第（（巻55

三

ま
り
、純
粋
に
普
門
品
の
訓
読
語
の
文
章
を
底
辺
か
ら
支
え
包
み
込
む
密
度
は
、

普
門
品
に
お
い
て
希
薄
で
あ
っ
て
、
入
れ
子
的
に
捉
え
れ
ば
、
地
の
文
に
包
み

込
ま
れ
る
内
実
（
偈
、
会
話
部
分
の
文
末
）
密
度
が
高
く
、
充
実
し
て
居
る
と

見
て
良
か
ろ
う
。

　

こ
れ
に
対
し
て
偈
以
外
の
会
話
文
末
は
、
70
例
が
帰
納
さ
れ
て
、
57.0
％
の
比

率
で
存
す
る
。普
門
品
の
全
文
末
の
半
数
以
上
が
偈
以
外
の
会
話
文
末
で
あ
る
。

　

偈
の
場
合
は
、
偈
中
に
会
話
部
分
を
含
む
、
更
な
る
入
れ
子
的
に
な
っ
て
い

る
が
、
総
文
末
37
例
、
29.4
％
が
存
す
る
。
内
訳
は
、
偈
の
会
話
以
外
の
文
末
が

12
例
、
10.0
％
で
、
偈
中
の
会
話
文
末
が
、
25
例
、
19.8
％
の
値
を
取
る
。
普
門
品

の
場
合
、
偈
中
の
会
話
文
末
が
、
会
話
以
外
の
文
末
に
比
べ
て
約
倍
の
出
現
が

確
認
さ
れ
、
偈
中
の
入
れ
子
も
、
外
を
包
む
偈
の
地
の
文
と
も
言
う
べ
き
文
末

よ
り
も
、
偈
中
に
引
か
れ
た
会
話
の
文
末
が
多
い
。
こ
の
傾
向
は
、
基
本
的
に

は
、
偈
以
外
の
部
分
の
訓
読
語
の
様
態
と
通
じ
る
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
右
に
集
計
し
た
文
末
の
語
の
体
系
に
注
目
す
れ
ば
、
そ
れ
ぞ
れ
分
別

し
た
文
末
が
如
何
な
る
性
格
を
示
す
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

最
上
段
の
（　

）
内
の
数
値
は
、
偈
中
の
会
話
文
末
を
示
す
が
、
そ
の
異
な

り
語
の
分
布
と
、
第
二
段
目
の
偈
以
外
の
会
話
文
末
の
異
な
り
語
と
を
比
較
す

れ
ば
、
用
例
の
多
寡
は
あ
る
も
の
の
、
比
較
表
の
異
な
り
語
の
拡
が
り
が
良
く

対
応
し
て
い
る
よ
う
に
認
め
ら
れ
る
。
と
も
に
会
話
の
文
末
で
あ
っ
て
、
両
者

の
文
末
表
現
の
同
質
性
が
求
め
ら
れ
る
。
但
し
、
大
き
な
異
な
り
は
、
動
詞
終

止
形
の
出
現
で
あ
る
。
最
上
段
の
（　

）
付
き
に
は
動
詞
終
止
形
が
存
在
し
な

い
。
動
詞
終
止
形
が
出
現
す
る
の
は
、
偈
も
会
話
部
分
を
支
え
る
偈
の
中
の
地

の
文
と
言
う
べ
き
文
末
で
あ
っ
て
、
こ
の
文
末
を
偈
の
会
話
部
分
と
統
合
す
れ

ば
、
地
の
文
の
会
話
文
末
と
非
常
に
近
く
な
る
。

　

偈
以
外
の
地
の
文
の
文
末
に
は
、
普
門
品
に
限
れ
ば
、
右
の
動
詞
終
止
形
文

末
は
認
め
ら
れ
な
い
。
偈
以
外
の
地
の
文
の
文
末
の
特
徴
は
、
会
話
引
用
の
格

助
詞
「
と
」
の
出
現
数
、
文
末
と
し
て
扱
っ
た
ク
語
法
に
よ
る
文
末
に
用
例
が

多
い
。
偈
、
偈
以
外
の
会
話
で
は
、
そ
の
中
に
更
に
入
れ
子
的
に
会
話
を
引
く

場
合
が
あ
る
が
、
両
者
を
合
わ
せ
て
、
格
助
詞
「
と
」
が
１
例
、
ク
語
法
は
計

３
例
で
あ
っ
て
、
偈
以
外
の
地
の
文
の
様
相
と
は
一
線
を
画
す
。
即
ち
、
会
話

内
の
会
話
部
分
、
偈
中
の
会
話
部
分
は
、
ク
語
法
を
用
い
る
事
が
少
な
く
、
会

話
末
も
格
助
詞
「
と
」
が
補
わ
れ
る
事
が
少
な
い
と
言
う
意
味
で
、
同
質
の
も

の
で
あ
る
と
認
め
て
良
い
で
あ
ろ
う
。

　

実
は
、
偈
部
分
は
、「
爾
時
無
盡
菩
薩
以
偈
問
曰0

」
と
し
て
引
用
表
記
さ
れ

る
も
の
で
あ
る
。
明
算
点
は
こ
れ
を
「［
爾
］
時
（
に
）
無
盡
菩
薩 

偈
を
以
（
て
）

問
（
ひ
）
曰ま
う

さ
く
」
と
訓
じ
て
、
会
話
引
用
の
様
式
を
用
い
る
。
偈
全
体
を
会

話
に
準
ず
る
も
の
と
し
て
扱
う
根
拠
の
一
つ
と
な
ろ
う
。
ま
た
、
後
に
触
れ
る

が
、
偈
以
外
の
地
の
文
に
お
い
て
過
去
の
助
動
詞
「
き
」
の
１
例
の
出
現
が
特

有
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。

　

右
の
整
理
は
、
単
純
な
抽
象
化
を
目
指
し
て
の
一
品
だ
け
を
取
り
上
げ
て
の

集
計
で
あ
っ
た
。
偈
中
に
比
較
的
多
く
の
会
話
引
用
が
あ
る
品
を
取
り
上
げ
た

が
、
不
十
分
で
あ
る
の
は
、
地
の
部
分
の
文
末
比
率
が
極
め
て
小
さ
く
、
会
話

及
び
会
話
に
準
す
る
偈
部
分
の
用
例
と
の
格
差
が
大
き
す
ぎ
て
、
こ
れ
ら
の
文

体
的
差
異
を
十
分
に
論
じ
る
こ
と
が
出
来
な
い
。
集
計
を
統
合
し
て
後
に
も
触
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四

れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
比
較
的
、
偈
以
外
の
地
の
部
分
の
文
末
例
が
多
い
、
巻

第
一
の
全
一
巻
を
取
り
上
げ
て
、
左
に
再
度
、
集
計
を
行
う
。
集
計
方
法
は
、

右
に
準
じ
て
集
計
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　

 　
　

偈
（
偈
中
の
会
話
）　 

偈
以
外
会
話　

 

偈
以
外
地
の
文

動
詞
終
止
形 

69
（
１
） 

11 

５

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

φ 

３ 

φ

　
　

命
令
形 
５ 

２ 

φ

形
容
詞
終
止
形 
７ 

４ 

φ

　
「
な
し
」
終
止
形 

13
（
１
） 

３ 

φ

補
助
動
詞

　
「
た
ま
ふ
」
終
止
形 

28
（
２
） 
19 

φ

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

２ 
１ 

φ

　
　

命
令
形 

５ 

５ 

φ

　
「
た
て
ま
つ
る
」
終
止
形 

１ 

φ 
１

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

１ 

φ 
φ

　
　

命
令
形 

１ 

φ 

φ

助
動
詞

　
「
ら
る
」
終
止
形 

１ 

φ 

φ

　
「
し
む
」
終
止
形 

３ 

φ 

φ

　
「
き
」　

終
止
形 

φ 

φ 

91

　
「
つ
」
終
止
形 

４ 

１ 

φ

　
「
ぬ
」
終
止
形 

５ 

φ 

φ

　
「
た
り
」（
完
了
）
終
止
形 

３ 

４ 

６

　
「
り
」　

終
止
形 

10
（
３
） 

12 

７

　
「
な
り
」（
指
定
）
終
止
形 

26
（
５
） 

27 

９

　
「
ご
と
し
」
終
止
形 

７ 

４ 

φ

　
「
べ
し
」
終
止
形 

６
（
１
） 

３ 

φ

　
　

連
体
形
（
疑
問
語
の
結
び
） 

φ
（
１
） 

φ 

φ

　
「
む
」
終
止
形 

21
（
１
） 

17 

φ

　
　

連
体
形
（
反
語
、
疑
問
） 

φ 

２ 

φ

　
「
ま
し
」
終
止
形 

φ
（
１
） 

φ 

φ

　
「
じ
」
終
止
形 

８
（
１
） 

２ 

φ

　
「
ず
」
終
止
形 

17 

４ 

２

　
「
あ
ら
ず
」
終
止
形 

３ 

２ 

φ

助
詞

　
「
と
」（
格
助
詞
） 

９ 

１ 

12

　
「
や
」 

φ 

１ 

φ

　
「
か
」 

３ 

φ 

φ

　
「
ぞ
」 

２ 

φ 

φ

名
詞 

１ 

４ 

φ

ク
語
法 

８
（
１
） 

φ 

26

副
詞
「
い
か
に
」 

φ 

４ 

φ

［
表
２
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
巻
第
一
に
お
け
る
文
末
表
現
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五

　

右
が
、巻
第
一
全
巻
の
文
末
集
計
表
で
あ
る
。
普
門
品
一
品
と
異
な
る
の
は
、

総
文
末
数
583
例
の
内
、
偈
の
文
末
数
が
49.4
％
を
占
め
る
。
更
に
、
偈
の
文
末
の

内
、
入
れ
子
式
に
、
会
話
文
を
引
用
し
て
の
文
末
は
、
僅
か
に
18
例
、
3.1
％
に

過
ぎ
な
い
。
偈
以
外
の
会
話
文
の
文
末
は
、
136
例
、
23.3
％
、
更
に
、
地
の
文
は
、

159
例
、
27.2
％
存
す
る
。

　

普
門
品
一
品
の
集
計
と
の
差
は
、
巻
第
一
全
巻
で
は
、
地
の
文
の
比
率
が
、

二
倍
以
上
存
す
る
事
、
偈
の
集
計
に
お
い
て
入
れ
子
式
に
引
用
さ
れ
た
会
話
文

の
文
末
が
、
18
例
、
3.1
％
と
少
な
い
こ
と
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
偈
で
は
、
引
か

れ
た
会
話
文
で
は
な
い
部
分
が
多
い
こ
と
に
な
る
。
右
の
表
２
の
数
値
を
比
較

す
る
と
、

　
　

◯ 

偈
に
出
現
の
文
末
の
異
な
り
形
式
は
、
31
形
式
、
内
、
偈
に
引
か
れ
た

会
話
部
分
特
有
の
文
末
形
式
は
、
２
形
式
の
み
で
あ
る
。
こ
れ
に
対
し

て
、
偈
以
外
の
地
の
文
は
、
９
形
式
に
過
ぎ
な
い
。

　
　

◯ 

文
末
の
出
現
形
式
か
ら
見
れ
ば
、
偈
（
偈
中
の
会
話
文
末
も
含
む
）
の

文
末
形
式
と
、
偈
以
外
の
会
話
の
文
末
形
式
は
、
同
質
の
も
の
と
見
て

矛
盾
が
無
い
。

　
　

◯ 

偈
以
外
の
地
の
部
分
の
文
末
形
式
で
、
特
に
目
立
つ
の
は
、
過
去
の
助

動
詞
「
き
」
の
多
様
と
、
会
話
引
用
の
形
式
で
あ
る
ク
語
法
と
会
話
末

の
格
助
詞
「
と
」
の
出
現
比
率
が
高
い
。（
巻
第
一
に
お
け
る
過
去
の

助
動
詞
「
き
」
の
出
現
は
、
91
例
、
地
の
文
の
文
末
中
、
57.2
％
を
占
め

て
高
率
を
示
し
て
い
る
。
な
お
、［
表
１
］
の
普
門
品
に
お
け
る
「
き
」

の
出
現
比
率
は
、
全
体
の
用
例
数
が
少
な
い
が
、
１
例
で
、
5.3
％
を
示

す
。）

以
上
の
ま
と
め
よ
り
、
以
下
の
［
表
３
］
の
処
理
に
お
い
て
は
、
偈
全
体
と
偈

以
外
の
会
話
文
末
を
等
質
の
も
の
と
扱
い
集
計
す
る
。
即
ち
、
偈
の
全
体
と
偈

以
外
の
会
話
部
分
の
文
末
を
一
括
一
項
（
以
下
、
単
に
会
話
文
末
と
称
す
る
）

と
し
て
集
計
し
、
こ
れ
に
対
し
て
、
偈
以
外
の
地
の
文
文
末
（
以
下
、
単
に
地

の
文
文
末
と
称
す
る
）
を
対
比
項
と
し
て
集
計
す
る
こ
と
と
す
る
。

七
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
け
る
巻
別
の
文
末
体
系

　

さ
て
以
上
の
手
続
き
を
経
て
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
巻
別
の
集
計
を
行
な

う
。龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
の
文
末
は
、巻
別
に
は
以
下
の
よ
う
に
集
計
さ
れ
る
。

「
を
も
て
」（
倒
置
） 

１ 

φ 

φ

文
末
計
270（
18
）　

文
末
計
136　

文
末
計
159　

 

巻
一 

巻
二 

巻
四 

巻
五 

巻
六 

巻
七 

巻
八 

小
計

動
詞

　
　

終
止
形 

81（
５
） 

146（
３
） 

70（
19
） 

64（
11
） 

58 

43（
６
） 

40（
６
） 

502（
50
）

　
　

連
体
形 

３ 

４ 

φ 

３ 

φ 

５ 

２ 

17

　
　

命
令
形 

７ 

11 

３ 

12 

４ 

１ 

２ 

40

形
容
詞

　
　

終
止
形 

11 

９ 

14 

13 

３ 

１ 

10 

61

　
「
な
し
」

　
　

終
止
形 
17 

25 

２（
５
） 

14 

４ 

３ 

１ 

66（
５
）

［
表
３
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
文
末
表
現
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六

　
　

命
令
形 

φ 

９ 

１ 

15 

１ 

３ 

２ 

31

補
助
動
詞

　
「
た
ま
ふ
」

　
　

終
止
形 

49 

24 

５（
３
） 

12（
１
） 

３ 

11（
４
） 

８（
２
） 

112（
10
）

　
　

連
体
形 

３ 

φ 

φ 

φ 

φ 

１ 

２ 

６

　
　

命
令
形 
10 

２ 

φ 

８ 

２ 

６ 

６ 

34

　
「
た
て
ま
つ
る
」

　
　

終
止
形 
１（
１
） 

φ 

１（
２
） 

３（
５
） 

２ 

１（
１
） 

１（
１
） 

９（
10
）

　
　

連
体
形 

１ 
φ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

２

　
　

命
令
形 

１ 
φ 

φ 

１ 

φ 

２ 

１ 

５

助
動
詞

　
「
る
」

　
　

終
止
形 

φ 

φ 

φ 
１ 

φ 

φ 

φ 

１

　
　

命
令
形 

φ 

φ 

φ 
φ 

φ 

φ 

１ 

１

　
「
ら
る
」

　
　

終
止
形 

１ 

φ 

φ 

φ 
φ 

φ 

φ 

１

　
　

命
令
形 

φ 

φ 

φ 

１ 
φ 

φ 

φ 

１

　
「
し
む
」

　
　

終
止
形 

３ 

７ 

６（
１
） 

６（
２
） 

８ 
１ 

２（
１
） 

33（
４
）

　
　

連
体
形 

φ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 
φ 

１

　
　

命
令
形 

φ 

φ 

φ 

１ 

φ 

φ 
φ 

１

　
「
き
」

　
　

終
止
形 

φ（
91
） 

26 

21（
４
） 

20（
８
） 

２（
７
） 

72（
７
） 

11（
17
） 
152（
134
）

　
　

連
体
形 

φ 

φ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 
１

　
「
け
り
」

　
　

終
止
形 

φ 

５ 

１ 

φ 

φ 

φ 

φ 

６

　
「
つ
」

　
　

終
止
形 

５ 

25 

７ 

５（
３
） 

８（
１
） 

７ 

３（
１
） 

60（
５
）

　
「
ぬ
」

　
　

終
止
形 

５ 

27 

８（
７
） 

１（
３
） 

７ 

５（
１
） 

４（
４
） 

57（
15
）

　
　

連
体
形 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

φ 

φ 

１

　
　

命
令
形 

φ 

φ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

１

　
「
た
り
」（
完
了
）

　
　

終
止
形 

７（
６
） 

18 

6（
７
） 

10（
１
） 

４ 

５（
３
） 

２ 

52（
17
）

　
「
り
」

　
　

終
止
形 

25（
７
） 

62 

12（
24
） 

36（
４
） 

19 

６（
４
） 

６（
３
） 

166（
42
）

　
　

連
体
形 

φ 

φ 

φ 

４ 

φ 

φ 

φ 

４

　
「
な
り
」（
指
定
）

　
　

終
止
形 

58（
９
） 

１（
86
） 

34（
11
） 

50（
４
） 

32 

40（
４
） 

18（
２
） 

233（
116
）

　
「
た
り
」（
指
定
）

　
　

終
止
形 

φ 

１ 

φ 

１ 

φ 

２（
１
） 

φ 

４（
１
）

　
「
ご
と
し
」

　
　

終
止
形 

11 

26 

16（
２
） 

15 

11 

21（
３
） 

10（
２
） 

110（
７
）

　
「
べ
し
」

　
　

終
止
形 

10 

33 

44 

35 

28 

29 

18 

197

　
　

連
体
形 

１ 

φ 

１ 

２ 

１ 

φ 

φ 

５

　
「
む
」

　
　

終
止
形 

39 

121 

159 

99 

209 

32（
１
） 

67 

726（
１
）

　
　

連
体
形 

２ 

４ 

３ 

２ 

φ 

３ 

１ 

15

　
「
ま
し
」

　
　

終
止
形 

１ 

３ 

φ 

φ 

１ 

１ 

φ 

６

　
「
じ
」

　
　

終
止
形 

11 

７ 

３ 

13 

φ 

12 

14 

60

　
「
ず
」

　
　

終
止
形 

21（
２
） 

36 

26（
２
） 

25（
１
） 

16 

９ 

６ 

139（
５
）

　
　

命
令
形 

φ 

φ 

１ 

39 

２ 

２ 

φ 

44

　
「
あ
ら
ず
」

　
　

終
止
形 

５ 

３ 

１ 

３ 

２ 

φ 

φ 

14

助
詞

　
「
と
」（
格
） 
10（
12
） 

34（
３
） 

９（
16
） 

13（
27
） 

10（
３
） 

９（
18
） 

３（
31
） 

88（
110
）
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七

即
ち
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
右
二
項
の
比
率
は
、
会
話
文
の
方
が
、
地
の
文

の
四
・
三
三
倍
多
く
存
す
る
こ
と
と
な
る
。

　

今
ま
で
の
漢
文
訓
読
語
史
の
研
究
に
お
い
て
は
、
地
の
文
と
会
話
部
分
の
様

相
の
違
い
に
就
い
て
の
着
眼
は
少
な
か
っ
た
と
反
省
さ
れ
る
の
で
、
右
の
比
率

は
、新
た
な
漢
文
訓
読
語
史
の
内
実
を
記
述
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
と
な
ろ
う
。

　

地
の
文
部
分
の
文
末
数
は
、
そ
の
用
例
数
が
、
七
六
九
例
に
達
す
る
か
ら
、

地
の
文
の
文
体
と
、
会
話
部
分
の
文
体
の
差
異
を
比
較
し
よ
う
と
す
る
時
に
、

数
量
的
な
保
証
を
与
え
て
く
れ
そ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

先
ず
、
こ
の
会
話
部
分
の
文
末
と
、
地
の
文
部
分
の
文
末
の
全
体
の
構
造
を

捉
え
て
み
る
事
か
ら
始
め
る
。

　

実
は
、
三
蔵
は
、「
経
」「
律
」「
論
」
の
三
種
分
類
さ
れ
て
、
経
蔵
、
律
蔵
、

論
蔵
を
指
す
が
、
妙
法
蓮
華
経
は
、「
経
」
蔵
に
カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ
さ
れ
る
。
経

と
は
、
仏
説
の
形
を
取
る
叙
述
文
で
、
妙
法
蓮
華
経
の
場
合
、
釈
迦
が
説
い
た

と
言
う
体
裁
を
取
る
。
こ
の
釈
迦
が
説
く
内
容
が
、
ど
の
よ
う
に
叙
述
さ
れ
て

い
る
か
を
、
先
ず
、
問
題
と
す
る
。

　

実
は
、
右
の
表
１
～
３
に
集
計
整
理
し
た
如
く
、
地
の
文
部
分
と
会
話
文
部

分
と
が
対
立
的
に
区
別
出
来
る
の
で
あ
っ
て
、
偈
も
含
め
た
会
話
部
分
は
、
妙

法
蓮
華
経
の
中
で
、
直
接
話
法
的
に
引
用
さ
れ
て
記
述
さ
れ
て
い
る
と
認
め
て

矛
盾
が
無
い
。
そ
の
引
用
形
式
は
、
漢
文
レ
ベ
ル
で
徹
底
し
て
い
て
、
二
三
の

例
外
を
除
い
て
は
、

　

１
、
爾
（
の
）
時
佛
、
舍
利
弗
に
告
（
け
た
ま
は
く
）「
止ヤ

ミ
（
な
）
む　

止ヤ

ミ
（
な
）
む　
（
中
略
）」
と
。（
巻
第
一
・
方
便
品
）

　
「
を
」 

φ 

φ 

φ 

φ 

φ 

φ 

１ 

１

　
「
や
」 

１ 

４ 

１ 

７ 

２ 

１ 

１ 

17

　
「
い
な
や
」 

φ 

φ 

２ 

５ 

３ 

８ 

４ 

22

　
「
を
や
」 

φ 

１ 

１ 

１ 

１ 

φ 

φ 

４

　
「
か
」 

３ 

３ 

φ 

φ 

φ 

φ 

φ 

６

　
「
ぞ
」 
２ 

φ 

φ 

４ 

４ 

６ 

６ 

22

　
「
は
」 
φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

φ 

１ 

２

　
「
に
は
」 

φ 
φ 

φ 

φ 

１ 

２ 

φ 

３

　
「
を
ば
」 

φ 
１ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

２

　
「
の
み
」 

φ 

１ 
１ 

φ 

φ 

φ 

φ 

２

名
詞 

５ 

１ 
４ 

８ 

１ 

８ 

15 

42

ク
語
法 

９（
26
） 

32（
11
） 
10（
37
） 

５（
53
） 

10 （
27
） 

22（
32
） 

３（
50
） 

91（
236
）

副
詞

　
「
い
か
に
」 

４ 

３ 

φ 
１ 

１ 

３ 

３ 

15

　
「
し
ば
ら
く
」 

φ 

φ 

φ 

１ 
φ 

φ 

φ 

１

　
「
な
」 

φ 

１ 

φ 

φ 
φ 

２ 

φ 

３

「
ゆ
ゑ
に
」 

φ 

６ 

４ 

５ 

２ 
２ 

２（
１
） 

21（
１
）

「
を
も
て
」 

１ 

６ 

２ 

φ 

φ 
１ 

φ 

10

　
　

文
末
計 

424（
159
） 

730（
103
） 

480（
140
） 

568（
123
） 

462（
38
） 

388（
85
） 
277（
121
） 

3329（
769
）

　
　
　
　

※ 

右
の
表
中
の
各
巻
の
集
計
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
会
話
相
当
部
分
文
末（
偈
の
部

分
と
偈
以
外
の
会
話
部
分
の
合
計
）
と（　

）
に
包
ん
で
、
偈
以
外
の
地
の
文
文

末
を
示
し
た
。
但
し
、
ス
ペ
ー
ス
の
都
合
上
、
地
の
文
の
文
末
形
式
が
存
在
し

な
い
項
目
は
、（　

）
も
記
さ
な
い
。

右
の
作
業
に
拠
っ
て
求
め
ら
れ
る
総
文
末
数
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
・
現
存

七
巻
に
お
い
て
、
計
、
四
〇
九
八
文
末
、
そ
の
内
、
会
話
文
末
が
、
三
三
二
九

文
末
、
地
の
文
文
末
が
七
六
九
文
末
と
し
て
訓
読
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
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八

　

２
、
爾
（
の
）
時
（
と
）き

世
尊
重
（
ね
）
て
此
（
の
）
義（
返
）を
宜
（
へ
む
）
と
欲
て

［
而
］
偈（
返
）を
説
（
き
）
て
言
（
は
く
）　
『
偈
』　
（
巻
第
一
・
方
便
品
）

な
ど
の
如
く
、
言
語
表
現
行
為
を
表
す
動
詞
を
言
語
行
為
の
起
点
で
あ
る
マ
ー

ク
と
し
て
書
き
表
さ
れ
る
。用
例
１
の
地
の
文
中
に
会
話
が
引
か
れ
る
場
合
は
、

会
話
末
に
、
多
く
格
助
詞
「
と
」
を
添
え
て
、
言
語
表
現
行
為
の
末
尾
で
あ
る

こ
と
を
示
し
て
い
る
。
用
例
２
の
例
は
、
偈
の
引
用
の
場
合
で
、
や
は
り
引
用

直
前
に
会
話
引
用
の
マ
ー
ク
と
し
て
言
語
表
現
行
為
を
表
す
語
を
配
す
る
。
偈

の
場
合
は
、
そ
の
他
の
散
文
部
分
と
異
な
っ
て
、
視
覚
的
に
も
、
四
字
乃
至
五

字
一
句
の
漢
文
を
連
ね
て
明
確
に
区
別
で
き
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
偈
の
引
用

末
に
は
、
格
助
詞
「
と
」
な
ど
の
読
添
え
語
が
な
い
場
合
が
多
い
。
書
記
さ
れ

た
漢
文
の
視
覚
的
形
式
上
、
明
ら
か
に
地
の
文
部
分
と
は
区
別
が
可
能
で
あ

る
。
つ
ま
り
、
妙
法
蓮
華
経
の
漢
文
表
現
、
ま
た
、
そ
れ
を
訓
読
し
た
日
本
語

表
現
に
お
い
て
、
文
章
構
造
は
、
地
の
文
の
枠
内
に
入
れ
子
型
に
会
話
、
偈
が

引
用
さ
れ
て
い
る
、
あ
る
い
は
、
地
の
文
を
文
章
全
体
の
基
底
と
し
て
、
そ
の

上
に
発
話
、
ま
た
、
対
話
が
表
現
さ
れ
て
い
る
と
言
う
大
き
な
枠
で
の
構
造
の

文
章
で
あ
る
こ
と
が
記
述
さ
れ
る
。

　

さ
て
、
こ
こ
ま
で
の
論
述
に
お
い
て
、「
地
の
文
」
と
言
う
術
語
を
用
い
て

来
た
。
結
論
的
な
事
を
先
走
っ
て
記
す
と
、
本
稿
は
、
こ
の
地
の
文
の
文
末
表

現
と
、
会
話
文
の
文
末
表
現
を
比
較
し
て
、
量
的
、
ま
た
曳
い
て
は
、
質
的
な

異
な
り
の
あ
る
こ
と
を
論
述
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
会
話
文
の
扱
い

は
、
本
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
い
て
は
、
直
接
話
法
的
に
訓
読
し
て
い

る 

― 

循
環
論
に
な
る
危
険
性
が
伏
在
す
る
の
で
あ
る
が 

― 

と
解
釈
し
て
矛
盾

が
な
い
。
当
時
の
実
際
の
口
頭
語
の
実
態
と
ど
の
程
度
の
距
離
が
あ
る
の
か
、

無
い
の
か
は
、
今
は
、
問
う
用
意
が
な
い
が
、
先
学
の
研
究
に
お
い
て
漢
文
訓

読
語
と
和
文
語
と
が
対
照
さ
れ
た（
（（
（

時
、
和
文
語
の
代
表
資
料
と
し
て
取
り
上
げ

ら
れ
た
源
氏
物
語
に
つ
い
て
は
、
会
話
文
部
分
の
語
彙
と
地
の
文
部
分
の
語
彙

に
つ
い
て
の
比
較
対
照
の
視
点
か
ら
の
言
及
は
あ
る
が
、
漢
文
訓
読
語
の
代
表

と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
た
興
福
寺
本
大
慈
恩
寺
三
蔵
法
師
伝
に
つ
い
て
は
、
会

話
文
部
分
と
か
地
の
文
部
分
と
か
の
文
体
差
に
つ
い
て
は
、
必
ず
し
も
明
確
な

視
点
を
設
定
し
て
は
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
。し
か
し
、先
学
の
比
較
対
照
に
よ
っ

て
位
置
づ
け
ら
れ
た
両
資
料
の
言
語
的
性
格
は
、
和
文
語
は
当
時
の
日
常
会
話

語
的
な
も
の
で
、
漢
文
訓
読
語
は
文
章
語
的
な
性
格
の
言
語
で
あ
る
と
位
置
づ

け
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
こ
の
両
者
の
語
彙
的
な
性
格
に
つ
い
て
は
論
じ
ら
れ
た

と
こ
ろ（
（（
（

で
あ
る
が
、
共
時
的
な
研
究
上
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
し
て
は
、
こ
れ
を
根

本
的
に
覆
す
研
究
が
行
わ
れ
て
は
い
な
い
と
稿
者
は
評
価
し
て
い
る
。

　

さ
て
、
こ
の
先
学
の
研
究
に
よ
っ
て
位
置
づ
け
ら
れ
た
、
漢
文
訓
読
語
の
性

格
が
、
文
章
語
的
で
あ
る
と
い
う
推
論
は
、
地
の
文
、
会
話
部
分
の
文
体
的
な

峻
別
が
不
徹
底
で
の
評
価
で
あ
る
と
し
て
も
、
語
彙
的
に
は
、
和
文
語
の
日
常

会
話
的
性
格
と
は
距
離
の
あ
る
も
の
で
あ
る
と
記
述
さ
れ
た
こ
と
に
基
づ
く
。

即
ち
、
理
論
的
に
記
せ
ば
、
も
し
、
漢
文
訓
読
語
の
会
話
部
分
が
当
時
の
日
常

会
話
そ
の
も
の
に
非
常
に
近
い
言
語
で
あ
っ
た
な
ら
ば
、
源
氏
物
語
の
語
彙
と

の
対
照
に
よ
っ
て
導
か
れ
る
語
彙
的
状
況
は
、
源
氏
物
語
の
語
彙
を
含
み
込
む

形
で
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
的
な
分
布
が
帰
納
さ
れ
て
良
い
筈
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
実
態
は
、
和
文
語
と
漢
文
訓
読
語
の
語
彙
の
集
合
図
は
、
重
な
っ



広島大学大学院文学研究科論集　第（（巻61

九

て
共
通
す
る
語
彙
の
部
分
が
あ
る
一
方
で
、
特
有
語
彙
が
帰
納
さ
れ
て
記
述
さ

れ
て
い
る
。
稿
者
は
、
か
つ
て
、
漢
文
訓
読
語
の
会
話
部
分
に
は
、
和
文
特
有

語
な
る
も
の
が
出
現
す
る
傾
向
が
あ
る
こ
と
を
論
じ
た
こ
と
が
あ
る（
（（
（

が
、
漢
文

訓
読
語
の
会
話
部
分
の
訓
読
が
、
当
時
の
日
常
会
話
そ
の
も
の
と
は
解
釈
で
き

な
い
状
況
で
は
あ
っ
て
も
、
漢
文
訓
読
語
内
に
お
い
て
、
地
の
文
の
訓
読
に
比

べ
、
会
話
部
分
の
訓
読
語
は
、
相
対
的
に
当
時
の
日
常
会
話
語
寄
り
の
文
体
を

有
し
て
い
た
と
し
て
矛
盾
は
な
い
。
解
明
は
、
今
後
の
課
題
で
あ
ろ
う
が
、
中

国
語
文
た
る
漢
文
を
訓
読
し
て
、
所
謂
、
日
本
語
と
し
て
翻
訳
す
る
時
に
、
一

つ
に
は
、
原
漢
文
の
表
現
に
既
に
、
訓
読
語
と
し
て
成
立
し
た
漢
文
訓
読
語
文

の
会
話
部
分
が
、
地
の
文
と
は
文
体
的
に
異
な
っ
て
訓
読
さ
れ
ざ
る
を
得
な
い

要
因
を
孕
ん
で
移
入
さ
れ
た
要
素
と
、
日
本
側
の
日
本
語
会
話
に
近
づ
け
ん
が

為
の
訓
読
の
場
に
お
け
る
工
夫
の
要
素
と
が
あ
る
と
認
め
ね
ば
な
ら
ぬ
事
に
な

る
。

　

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
部
分
の
位
置
づ
け
は
、
原
漢
文
に
お
い
て
直
接

話
法
的
な
入
れ
子
形
式
に
な
っ
て
い
る
こ
と
は
明
ら
か
に
な
っ
た
と
思
わ
れ
る

が
、
こ
れ
ま
で
「
地
の
文
」
と
名
付
け
て
き
た
部
分
に
つ
い
て
の
性
格
を
論
じ

て
お
く
必
要
が
あ
る
。
何
故
、「
地
の
文
」
の
性
格
を
記
述
せ
ね
ば
な
ら
な
い

か
と
言
え
ば
、
妙
法
蓮
華
経
は
、
巻
一
・
序
品
の
冒
頭
部
分
は
、
左
の
如
く
に

始
ま
る
か
ら
で
あ
る
。

　

３
、
妙
法
蓮
華
經
序
品
第
一

　
　
　

 

是
（
の
）
如
く
我
聞
（
き
た
ま
）
へ
き
。『
一
時
、
佛
王
舍
城
と
耆
闍

崛
山
と
の
中
に
住
（
し
た
ま
）
へ
り
き
。
大
比
丘
の
衆
萬
二
千（
返
）與
倶

な
り
き
。（
以
下
略
）

（
巻
第
一
・
序
品
）

　

妙
法
蓮
華
経
は
、
仏
説
の
経
で
あ
る
が
、
実
は
、「
地
の
文
」
と
一
括
し
て

称
し
た
部
分
が
、
更
に
入
れ
子
型
の
構
造
を
持
つ
。
序
品
の
冒
頭
第
一
文
の
主

語
は
、「
我
」
で
あ
っ
て
、
某
人
が
「
聞
き
申
し
上
げ
た
」
と
宣
言
し
た
文
で

あ
る
。
こ
れ
の
呼
応
す
る
表
現
は
、
巻
第
八
末
尾
に
は
確
認
さ
れ
ず
、
巻
第
八

最
終
一
文
は
、

　

４
、
佛
是
の
經（
返
）を
説
（
き
）
た
ま
ひ
し
時
に
普
賢
等
の
諸
の
菩
薩 

舎
利

弗
等
の
諸
の
聲
聞
と
、［
及
］
諸
の
天
龍
人
非
人
等
の
一
切
の
大
會 

皆 

大
（
き
）
に
歡
喜
し
、
佛
語（
返
）を
受
持
（
し
）
て
禮（
返
）を
作つ（
く
）（

り
）
て

而
も
去
り
き
。』

　
　
　

妙
法
蓮
華
經
卷
第
八　
　
　
　
　
　
　
（
巻
第
八
・
普
賢
菩
薩
觀
發
品
）

と
あ
っ
て
、
巻
第
一
冒
頭
一
文
に
呼
応
す
る
文
末
は
用
意
さ
れ
て
は
居
な
い
。

し
か
し
、冒
頭
の
一
文
、「
是
（
の
）
如
く
我
聞
（
き
た
ま
）
へ
き
。」
に
よ
っ
て
、

妙
法
蓮
華
経
の
第
二
文
以
下
は
、
伝
聞
内
容
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
問

題
は
、こ
の
第
二
文
以
下
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で
あ
る
。
結
論
的
に
言
え
ば
、

今
後
の
研
究
に
委
ね
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
が
、
第
二
文
以
下
の
文
章
が
、

更
に
入
れ
子
型
に
な
っ
て
い
る
。
直
接
話
法
と
し
て
会
話
文
が
引
か
れ
て
い
る

事
を
述
べ
た
が
、そ
の
会
話
を
支
え
る
「
地
の
文
」
は
、そ
れ
自
体
が
、「
語
り
」

の
文
章
で
あ
る
の
か
、
ま
た
は
、
伝
聞
を
「
記
述
」
し
た
文
章
0

0

と
位
置
づ
け
ら

れ
る
か
に
よ
っ
て
、
所
謂
「
地
の
文
」
と
称
し
た
文
章
の
言
語
的
な
性
格
の
解

釈
が
、
大
き
く
揺
れ
る
こ
と
に
な
る
。
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稿
者
は
、
い
ま
、「
会
話
文
文
末
」
と
「
地
の
文
と
称
し
た
部
分
（
以
下
、

既
述
の
如
く
「
地
の
文
」
と
称
す
る
）
の
文
末
」
と
の
文
体
的
な
差
を
記
述
し

よ
う
と
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
文
体
差
の
性
格
を
ど
う
叙
述
す
る
の
か

は
、
今
は
保
留
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
。
し
か
し
、
仮
定
的
な
仮
設
を
行
っ
て
お

く
と
、
そ
の
文
体
差
の
正
確
の
判
断
は
、
妙
法
蓮
華
経
を
訓
読
し
た
個
々
の
資

料
の
言
語
事
象
の
記
述
を
果
た
し
切
ら
な
い
と
即
断
で
き
る
こ
と
で
は
な
い
で

あ
ろ
う
。
何
故
な
ら
、「
地
の
文
」
と
称
し
た
部
分
の
文
体
的
な
位
置
づ
け
や

価
値
は
、
各
資
料
の
訓
読
者
の
解
釈

0

0

0

0

0

0

に
発
す
る
と
し
た
と
こ
ろ
か
ら
考
え
始
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
共
時
的
な
時
代
に
お
い
て
共
通
認
識
が
存
在
し
た
か
ど

う
か
、
そ
の
事
態
、
認
識
を
実
証
し
て
み
る
必
要
が
あ
る
。

八
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
け
る
地
の
文
の
文
体
特
徴

　

以
下
に
は
、
ま
ず
、
表
３
に
基
づ
き
、
地
の
文
の
文
末
表
現
と
会
話
部
分
の

文
末
表
現
の
体
系
差
を
総
て
の
「
小
計
」（
表
３
最
下
段
）
に
従
っ
て
記
述
す

る
こ
と
に
す
る
。

　

地
の
文
の
文
末
数
と
、
会
話
文
の
文
末
数
に
大
き
な
開
き
が
あ
る
こ
と
は
、

既
に
記
述
し
た
。
拠
っ
て
、
以
下
の
整
理
記
述
で
は
、
用
例
の
素
数
と
共
に
、

全
体
文
数
に
対
す
る
比
率
も
併
せ
て
示
す
こ
と
と
す
る
。

　

表
３
に
お
い
て
は
、
地
の
文
の
最
文
末
に
現
れ
る
語
ま
た
は
語
形
の
異
な
り

数
は
、
計
一
七
語
が
存
す
る
。
こ
れ
に
対
し
て
、
会
話
文
に
出
現
す
る
最
文
末

語
は
、
異
な
り
数
、
計
五
九
語
形
が
出
現
し
て
、
圧
倒
的
で
あ
る
。
ま
た
、
地

の
文
に
現
れ
る
総
て
の
異
な
り
語
は
、
全
部
、
会
話
文
の
文
末
語
形
に
完
全
に

含
ま
れ
る
。
左
に
は
、
地
の
文
文
末
に
現
れ
る
語
形
に
限
っ
て
抽
出
し
、
明
算

点
の
集
計
数
を
問
題
に
す
る
。

 

地
の
文
の
文
末 

会
話
文
の
文
末

動
詞
終
止
形 

50
（
6.5
％
） 

502
（
15.1
％
）

形
容
詞
「
な
し
」
終
止
形 

５
（
0.7
％
） 

66
（
2.0
％
）

補
助
動
詞
「
た
ま
ふ
」
終
止
形 

10
（
1.3
％
） 

112
（
3.7
％
）

　
「
た
て
ま
つ
る
」
終
止
形 

10
（
1.3
％
） 

９
（
0.3
％
）

助
動
詞
「
し
む
」　

終
止
形 

４
（
0.5
％
） 

33
（
1.0
％
）

　
「
き
」　

終
止
形 

134
（
17.4
％
） 

152
（
4.6
％
）

　
「
つ
」　

終
止
形 

５
（
0.7
％
） 

60
（
1.8
％
）

　
「
ぬ
」　

終
止
形 

15
（
2.0
％
） 

57
（
1.7
％
）

　
「
た
り
」（
完
了
）
終
止
形 

17
（
2.2
％
） 

52
（
1.6
％
）

　
「
り
」　

終
止
形 

42
（
5.5
％
） 

166
（
5.0
％
）

　
「
な
り
」（
指
定
）
終
止
形 

116
（
15.1
％
） 

233
（
7.0
％
）

　
「
た
り
」（
指
定
） 

１
（
0.1
％
） 

４
（
0.1
％
）

　
「
ご
と
し
」
終
止
形 

７
（
0.9
％
） 

110
（
3.3
％
）

　
「
む
」
終
止
形 

１
（
0.1
％
） 

726
（
21.8
％
）

　
「
ず
」
終
止
形 

５
（
0.7
％
） 

139
（
4.2
％
）

助
詞
「
と
」（
格
助
詞
） 

110
（
14.3
％
） 

88
（
2.6
％
）

ク
語
法 

236
（
30.7
％
） 

91
（
2.7
％
）

［
表
４
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
地
の
文
の
文
末
表
現
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右
の
表
４
か
ら
は
、
地
の
文
の
文
末
表
現
に
見
え
る
語
形
と
し
て
は
、
活
用

語
終
止
形
が
集
中
的
に
出
現
す
る
。
こ
れ
ら
の
語
に
対
応
す
る
会
話
文
末
の
表

現
は
、
全
二
六
二
一
語
が
認
め
ら
れ
る
。
会
話
文
末
総
数
の
八
割
近
く
を
占
め

る
か
ら
、
か
か
る
形
式
の
文
末
終
止
の
語
法
が
、
当
然
な
が
ら
地
の
文
文
末
で
、

ま
た
、
会
話
末
の
文
末
表
現
法
の
中
心
的
部
分
を
占
め
て
い
る
も
の
と
考
え
ら

れ
よ
う
。

　

地
の
文
の
文
末
の
百
分
比
の
整
理
か
ら
は
、
10
％
超
の
語
形
と
し
て
は
、
助

動
詞
「
な
り
」（
指
定
）、
助
動
詞
「
き
」、
会
話
引
用
の
格
助
詞
「
と
」
と
「
ク

語
法
」
が
特
徴
的
な
も
の
と
し
て
指
摘
出
来
る
。

　

先
に
も
触
れ
た
如
く
、
妙
法
蓮
華
経
の
文
章
構
造
が
、
入
れ
子
型
に
な
っ
て

い
る
と
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
こ
の
入
れ
子
型
表
現
を
支
え
る
語
法
と
し
て
、「
ク

語
法
」
と
格
助
詞
「
と
」
と
の
出
現
例
が
多
い
事
は
、
容
易
に
解
釈
出
来
る
所

で
あ
る
。
会
話
文
に
も
出
現
す
る
の
は
、
会
話
文
中
に
、
更
に
、
直
接
話
法
と

し
て
会
話
を
引
用
す
る
入
れ
子
型
を
形
成
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

ま
た
、
テ
ン
ス
の
助
動
詞
「
き
」
の
多
出
は
、
や
は
り
、
妙
法
蓮
華
経
の
文

章
構
造
に
関
係
す
る
所
で
、
入
れ
子
型
表
現
の
地
の
文
は
、
文
章
全
体
を
過
去

で
支
え
て
い
る
こ
と
が
認
め
ら
れ
る
。
会
話
文
末
に
も
、
一
五
二
例
、
4.6
％
程

で
あ
る
が
出
現
を
見
る
の
は
、
過
去
の
時
制
で
支
え
ら
れ
た
地
の
文
の
内
側
に

存
す
る
会
話
の
中
に
、
話
柄
と
し
て
過
去
時
制
を
採
る
ト
ピ
ッ
ク
が
散
在
す
る

事
を
物
語
る
。
会
話
文
末
に
過
去
時
制
の
文
が
含
ま
れ
る
こ
と
は
、
特
に
、
奇

異
な
現
象
で
は
あ
る
ま
い
。
そ
れ
と
、
助
動
詞
「
な
り
」
が
多
出
す
る
。
こ
れ

に
関
す
る
解
釈
は
、
結
論
的
に
は
、
今
は
保
留
と
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
本
資

料
の
漢
文
の
用
字
を
確
認
し
て
み
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
本
資
料
以
外
の
漢
文

訓
読
語
の
漢
文
の
用
字
と
文
末
表
現
の
検
討
、
ま
た
、
和
文
資
料
と
の
文
末
表

現
の
比
較
を
経
な
け
れ
ば
蓋
然
性
の
高
い
解
釈
は
不
可
能
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、

会
話
文
に
出
現
が
少
比
率
で
あ
る
と
言
う
こ
と
は
、
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
つ

ま
り
、
地
の
文
と
会
話
文
と
の
文
体
差
を
支
え
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
か
ら
で

あ
る
が
、
検
討
は
、
将
来
に
俟
ち
た
い
。

　

逆
に
、
地
の
文
の
文
末
に
出
現
用
例
の
確
例
は
あ
る
も
の
の
、
出
現
例
の
少

な
い
語
は
、
助
動
詞
「
た
り
」（
指
定
）、
助
動
詞
「
む
」
と
「
ゆ
ゑ
に
」
が
、

一
例
ず
つ
出
現
す
る
。

　

助
動
詞
「
た
り
」
は
、
会
話
文
で
の
出
現
数
も
四
例
、
0.1
％
と
百
分
比
も
同

程
度
で
あ
る
。
即
ち
、
こ
の
助
動
詞
「
た
り
」
は
、
地
の
文
、
会
話
文
と
も
に
、

文
末
表
現
と
し
て
は
多
出
す
る
も
の
で
は
な
い
。
他
資
料
に
つ
い
て
、
こ
の
助

動
詞
「
た
り
」（
指
定
）
に
焦
点
を
当
て
て
整
理
し
て
は
居
な
い
の
で
、
妙
法

蓮
華
経
明
算
点
に
使
用
例
が
少
な
い
の
か
、
そ
れ
と
も
、
位
相
上
の
問
題
が
あ

る
の
か
、
ま
た
は
、
漢
文
訓
読
語
と
い
う
言
語
体
系
の
中
で
、
そ
も
そ
も
本
質

的
に
多
用
さ
れ
な
い
語
な
の
か
の
性
格
上
の
解
釈
は
、
保
留
し
て
お
か
ざ
る
を

得
な
い
。

　
「
ゆ
ゑ
に
」
に
つ
い
て
も
、
基
本
的
に
は
、
地
の
文
の
出
現
比
率
に
比
べ
、

会
話
文
で
の
出
現
率
が
若
干
高
い
。
文
末
の
総
文
数
は
、地
の
文
対
会
話
文
で
、

「
ゆ
ゑ
に
」 

１
（
0.1
％
） 

 

21
（
0.6
％
）

　
　
　

計
（
百
分
比
は
少
数
第

二
位
を
四
捨
五
入

） 

769　

全
例 

 

2621
（
79.1
％
）
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十
二

一
対
四
の
差
が
あ
る
か
ら
、
若
干
の
開
き
が
あ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
語
の
文
末

出
現
は
、原
漢
文
に
お
い
て
「
故
」
字
で
文
が
切
ら
れ
る
こ
と
が
必
要
条
件
で
、

そ
の
意
味
で
は
、
会
話
文
の
文
末
用
字
に
特
徴
が
あ
る
と
見
る
こ
と
が
で
き
る

か
も
知
れ
な
い
。

　

最
も
注
目
す
べ
き
は
、
助
動
詞
「
む
」
の
出
現
傾
向
で
あ
る
。
地
の
文
の
一

例
に
比
べ
、
会
話
文
の
七
二
六
例
、
21.8
％
と
言
う
開
き
は
、
地
の
文
に
お
け
る

助
動
詞
「
む
」
の
出
現
が
、
正
に
、
例
外
だ
と
判
断
し
て
良
か
ろ
う
。
所
謂
、

意
志
・
推
量
の
助
動
詞
と
言
わ
れ
る
も
の
で
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
表
現
に
関
与
す

る
。
地
の
文
で
の
文
末
表
現
は
、活
用
語
も
終
止
形
の
出
現
ば
か
り
で
あ
る
し
、

モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
表
現
に
関
す
る
語
は
、
こ
の
「
む
」
一
例
以
外
は
認
め
ら
れ
な

い
。
会
話
に
お
い
て
「
む
」
の
出
現
が
極
め
て
多
い
の
は
、会
話
の
文
体
特
徴
、

質
的
な
差
を
示
す
語
例
と
解
釈
し
て
よ
か
ろ
う
。

九
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
け
る
会
話
文
の
文
体
特
徴

　

右
の
表
４
の
文
末
表
現
の
語
彙
的
分
布
は
、
総
て
が
会
話
文
の
文
末
表
現
に

も
確
認
で
き
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
会
話
文
末
特
有
の
文
末
表
現
は
、
ど
の
よ

う
に
形
成
さ
れ
て
居
る
で
あ
ろ
う
か
。
情
報
は
、
表
３
と
重
複
す
る
が
、
会
話
文

末
特
有
の
語
形
を
取
り
出
し
て
一
覧
し
た
表
を
、
以
下
に
、
表
５
と
し
て
掲
げ
る
。

動
詞 

連
体
形 

17 

命
令
形 

40

形
容
詞 

終
止
形 

61 

「
な
し
」
命
令
形 

31

［
表
５
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
会
話
文
特
有
の
文
末
表
現

補
助
動
詞 

「
た
ま
ふ
」
連
体
形 

６ 

命
令
形 

34

　
　
　
　
「
た
て
ま
つ
る
」
連
体
形 

２ 

命
令
形 

５

助
動
詞 

「
る
」
終
止
形 

１ 

命
令
形 

１

 

「
ら
る
」
終
止
形 

１ 

命
令
形 

１

 

「
し
む
」
連
体
形 

１ 

命
令
形 

１

 

「
き
」
連
体
形 

１

 

「
け
り
」
終
止
形 

６

 

「
ぬ
」
連
体
形 

１ 

命
令
形 

１

 

「
り
」
連
体
形 

４

 

「
べ
し
」
終
止
形 

197 

連
体
形 

５

 

「
む
」
連
体
形 

15

 

「
ま
し
」
終
止
形 

６

 

「
じ
」
終
止
形 

60

 

「
ず
」
命
令
形 

44 

「
あ
ら
ず
」
終
止
形 

14

助
詞 

「
を
」 

１ 

「
や
」 

17

 

「
い
な
や
」 

22 

「
を
や
」 

４

 

「
か
」 

６ 

「
ぞ
」 

22

 

「
は
」 

２ 

「
に
は
」 

３

 

「
を
ば
」 

２ 

「
の
み
」 

２

名
詞 

 

42

副
詞 

「
い
か
に
」 

15 

「
し
ば
ら
く
」 

１

 

「
な
」 

３

「
を
も
て
」 

 

10
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十
三

最
も
多
く
出
現
す
る
語
「
べ
し
」
で
、
出
現
率
が
5.9
％
で
あ
る
か
ら
、
右
の
文

末
形
は
、
会
話
文
末
に
お
い
て
頻
出
す
る
形
で
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
少
数

で
あ
っ
て
も
地
の
文
に
は
出
現
が
確
認
さ
れ
な
い
。

　

活
用
語
に
お
い
て
は
、
連
体
形
の
終
止
と
、
命
令
形
の
終
止
が
目
立
つ
。
連

体
形
の
出
現
は
、「
疑
問
副
詞
」
な
ど
の
呼
応
と
し
て
あ
ら
わ
れ
る
も
の
で
、

疑
問
表
現
を
担
っ
て
い
る
。
命
令
形
は
、
命
令
表
現
を
担
う
も
の
で
あ
る
。
平

叙
の
表
現
で
は
な
く
、
会
話
文
末
に
特
有
に
出
現
す
る
理
由
は
、
良
く
理
解
で

き
る
と
こ
と
ろ
で
あ
る
。

　

活
用
語
の
終
止
形
も
現
れ
る
。「
形
容
詞
」
文
末
が
会
話
文
末
に
特
有
に
出

現
す
る
。
こ
の
出
現
理
由
を
今
は
、
明
確
に
述
べ
る
用
意
が
な
い
が
、
形
容
詞

の
意
味
論
的
語
性
を
整
理
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、心
情
形
容
詞
な
ど
は
、

会
話
文
末
の
み
に
出
現
す
る
理
由
付
け
が
可
能
で
あ
ろ
う
。
が
、
後
に
、
俟
つ

事
と
す
る
。

　

そ
の
他
の
終
止
形
は
、「
る
」「
ら
る
」
の
ヴ
ォ
イ
ス
の
助
動
詞
、
テ
ン
ス
の

助
動
詞
「
け
り
」
と
、「
べ
し
」、「
ま
し
」、「
じ
」
で
あ
る
。
こ
の
内
、「
け
り
」

は
、
過
去
の
助
動
詞
と
し
て
現
れ
る
。
入
れ
子
型
の
外
側
た
る
地
の
文
で
は
、

「
き
」
で
把
握
さ
れ
る
事
態
を
表
現
し
て
い
て
把
握
は
、「
き
」
一
種
で
あ
っ
た

が
、
出
現
数
は
少
な
い
も
の
の
、
会
話
文
で
は
、
過
去
の
事
態
の
認
識
の
態
度

が
多
様
と
な
る
と
思
わ
れ
る
。

　
「
べ
し
」
は
、
専
ら
、
命
令
表
現
を
担
う
文
末
で
、
動
詞
の
命
令
形
が
、
会

話
中
の
特
有
文
末
で
あ
る
こ
と
に
通
じ
る
。
動
詞
命
令
形
と
と
も
に
、
会
話
に

出
現
が
特
有
で
あ
る
理
由
が
、
理
解
さ
れ
よ
う
。

　
「
ま
し
」
と
「
じ
」
は
、
モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
に
関
す
る
助
動
詞
で
、
例
外
一
例

が
存
す
る
が
、「
む
」
の
会
話
文
多
出
と
軌
を
一
に
す
る
出
現
傾
向
で
あ
ろ
う
。

　

集
計
上
、「
あ
ら
ず
」
を
特
立
し
た
が
、文
末
表
現
を
支
え
る
語
形
と
し
て
は
、

「
ず
」
と
同
質
の
も
の
と
考
え
れ
ば
良
い
よ
う
で
あ
る
。
た
だ
し
、
地
の
文
と

会
話
文
の
原
漢
文
の
用
字
差
が
考
え
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

助
詞
の
各
語
は
、
構
文
レ
ベ
ル
で
の
倒
置
、
反
語
・
疑
問
に
与
か
る
語
で
、

こ
れ
ら
の
表
現
法
、表
現
効
果
が
、会
話
に
存
す
る
こ
と
は
、理
解
し
や
す
い
。

　

名
詞
文
末
の
例
が
、
四
二
例
有
っ
て
、
体
言
止
め
に
よ
る
表
現
効
果
を
狙
っ

た
も
の
で
あ
ろ
う
。

　

副
詞
は
、「
い
か
に
」
は
専
ら
倒
置
構
文
に
現
れ
疑
問
表
現
に
用
い
ら
れ
る
。

「
し
ば
ら
く
」
の
一
例
も
倒
置
に
現
れ
る
。「
な
」
は
禁
止
表
現
に
使
わ
れ
て
い

る
。
平
叙
と
は
異
な
っ
た
表
現
効
果
を
持
つ
使
用
で
あ
る
。

　
「
を
も
て
」
の
一
〇
例
も
、
倒
置
構
文
に
現
れ
る
。

　

即
ち
、
会
話
文
の
表
現
性
の
多
様
さ
を
支
え
る
た
め
の
出
現
だ
と
解
釈
さ
れ

る
と
こ
ろ
で
あ
っ
て
、
訓
読
者
は
、
地
の
文
の
文
体
と
、
会
話
文
の
文
体
を
質

の
異
な
る
も
の
と
し
て
訓
読
し
て
い
る
と
見
て
良
か
ろ
う
。

一
〇
、　
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
け
る
巻
別
に
見
た
助
動
詞
「
き
」

　

先
の
表
３
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現
を
、
巻
別
に
集
計
し
た
も

の
で
あ
る
が
、
巻
別
集
計
に
お
い
て
特
徴
的
に
出
現
し
た
文
末
形
式
に
つ
い
て

触
れ
て
お
く
こ
と
と
す
る
。
助
動
詞
「
き
」
の
巻
別
分
布
に
つ
い
て
、
本
節
に

て
付
説
し
て
お
き
た
い
。
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十
四

　

取
り
上
げ
る
事
象
「
き
」
は
、任
意
以
上
根
拠
を
も
た
な
い
が
、助
動
詞
「
き
」

の
出
現
に
つ
い
て
触
れ
る
。
表
３
は
、
会
話
文
と
地
の
文
と
を
分
か
っ
て
巻
別

に
集
計
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
助
動
詞
「
き
」
の
分
布
に
注
意
が
惹
か
れ
る
。

厳
密
に
言
え
ば
、
各
要
素
共
に
巻
毎
に
変
動
が
あ
る
の
が
当
然
で
、
同
率
で
現

れ
て
い
る
語
が
無
い
以
上
、
総
て
の
語
形
に
巻
別
の
変
動
が
あ
る
訳
で
あ
る
か

ら
、
選
別
の
理
由
を
客
観
的
に
説
明
す
る
必
要
が
あ
る
。
巻
別
の
出
現
率
の
差

に
ど
れ
ほ
ど
の
開
き
が
あ
る
か
を
求
め
て
、
有
る
と
こ
ろ
で
理
由
を
示
し
て
、

取
捨
の
基
準
を
明
確
に
す
る
必
要
が
あ
る
。
従
っ
て
、
助
動
詞
「
き
」
を
拾
い

出
し
た
理
由
を
、
他
の
語
形
と
の
間
に
お
い
て
線
引
き
す
る
理
由
や
、
ど
こ
ま

で
を
求
め
れ
ば
、
妙
法
蓮
華
経
の
巻
別
の
出
現
差
が
、
言
語
の
質
の
違
い
を
反

映
す
る
体
系
の
一
部
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
に
な
る
の
か
を
論
じ
る
必
要
が
あ

る
。
つ
ま
り
、助
動
詞
「
き
」
以
外
の
語
形
も
拾
出
し
て
説
明
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
初
め
て
、質
の
問
題
と
し
て
論
述
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
。
結
論
を
先
走
れ
ば
、

見
せ
か
け
の
巻
別
の
助
動
詞
「
き
」
の
分
布
差
が
、
実
は
、
巻
毎
の
訓
読
語
の

質
の
違
い
を
語
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
お
き
た
い
の
で
あ
っ
て
、
必

ず
し
も
地
の
文
の
文
体
と
、
会
話
文
の
文
体
の
質
的
差
を
示
そ
う
と
す
る
も
の

で
は
な
い
。
巻
別
の
言
語
体
系
の
差
を
描
こ
う
と
す
る
場
合
は
、
体
系
内
の
同

質
の
語
群
の
選
定
を
す
る
必
要
が
あ
ろ
う
し
、
複
数
の
要
素
を
取
り
上
げ
る
必

要
を
感
じ
る
が
、
逆
に
、
分
布
に
大
き
な
巻
別
数
量
差
が
あ
る
も
の
の
、
地
の

文
の
文
体
と
会
話
文
の
文
体
の
視
点
か
ら
の
言
語
の
質
の
差
を
示
し
た
も
の
で

は
な
い
こ
と
を
論
じ
て
み
よ
う
と
意
図
す
る
も
の
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
以
降
に

論
じ
よ
う
と
す
る
の
は
、
地
の
文
対
会
話
文
と
言
っ
た
視
点
と
は
異
な
っ
た
視

座
を
用
意
す
る
必
要
の
有
る
事
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
で
あ
る
。

　

さ
て
、
重
な
る
が
、
助
動
詞
「
き
」
の
巻
別
分
布
状
況
を
示
し
て
み
る
。

 

巻
一 

巻
二 

巻
四 

巻
五 

巻
六 

巻
七 

巻
八 

小
計

　
　

終
止
形 

φ（
91
） 

26 

21（
４
） 

20（
８
） 

２（
７
） 

72（
７
） 

11（
17
） 

152（
134
）

　
　

連
体
形 

φ 

φ 

φ 

１ 

φ 

φ 

φ 

１

　
　

文
末
計 

424（
159
） 

730（
103
） 

480（
140
） 

568（
123
） 

462（
38
） 

388（
85
） 

277（
121
） 

3329（
769
）

文
末
総
数
数
に
対
す
る
比
率

　
　

 

φ（
57.2
） 

3.6 

4.4（
2.9
） 

3.7（
6.5
） 

0.4（
18.4
） 

18.6（
8.2
） 

4.0（
14.0
） 

4.6（
17.4
）

　
　
　

※
右
の
表
は
、表
４
と
同
様
に（  

）
内
が
地
の
文
、（  

）
上
の
数
が
、会
話
文
を
示
す
。

［
表
６
］
高
野
山
龍
光
院
蔵
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
助
動
詞
「
き
」
の
巻
別
分
布

右
の
数
値
の
分
布
を
見
る
と
、
巻
第
一
の
地
の
文
に
多
出
す
る
と
認
め
る
こ
と

が
出
来
る
。
巻
第
一
の
地
の
文
の
訓
読
語
特
性
と
、
巻
第
二
以
降
の
地
の
文
の

訓
読
語
特
性
と
が
異
な
る
よ
う
に
解
釈
さ
れ
る
余
地
が
あ
る
。
し
か
し
、
巻
第

一
の
漢
文
の
表
現
内
容
に
注
目
す
べ
き
で
あ
っ
て
、
巻
第
一
の
地
の
文
の
、
会

話
文
に
対
し
て
占
め
る
割
合
は
、
27.2
％
で
あ
る
。
同
様
に
、
巻
第
二
以
下
の
数

値
を
求
め
る
と
、
巻
第
二 

12.3
％
、
巻
第
四
22.6
％
、
巻
第
五
17.8
％
、
巻
第
六
8.0
％
、

巻
第
七
18.2
％
、
巻
第
八
30.4
％
と
な
る
。
巻
第
二
か
ら
巻
第
八
ま
で
の
入
れ
子
型

構
造
を
支
え
る
外
側
の
地
の
文
の
出
現
率
は
、
区
々
で
、
こ
れ
に
比
較
し
て
巻

第
一
の
地
の
文
の
出
現
率
が
特
に
大
き
い
訳
で
は
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

巻
第
一
の
助
動
詞
「
き
」
の
地
の
文
に
お
け
る
出
現
率
は
、
特
に
飛
び
出
し
て
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い
る
と
判
断
さ
れ
る
。
た
だ
し
、
こ
の
比
率
差
は
、
巻
第
一
対
巻
第
二
～
巻
第

八
と
見
る
べ
き
差
で
、巻
第
二
以
降
に
順
次
増
減
す
る
と
言
う
も
の
で
は
な
い
。

実
は
、
こ
の
助
動
詞
「
き
」
の
出
現
に
つ
い
て
は
、
最
文
末
だ
け
を
集
計
し
て

も
、
傾
向
的
な
も
の
し
か
導
け
な
い
こ
と
は
注
意
す
べ
き
で
、
文
中
に
使
わ
れ

て
い
る
助
動
詞
「
き
」
の
採
取
が
必
要
な
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
た
だ
、

今
は
、
そ
の
用
意
が
な
い
の
で
、
こ
の
問
題
の
厳
密
な
論
は
、
こ
れ
も
、
後
に

俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、巻
第
一
に
集
中
し
て
出
現
す
る
の
は
、

巻
第
一
も
、
序
品
の
漢
文
表
現
に
由
来
す
る
。
序
品
に
は
、
二
つ
の
偈
も
存
す

る
し
、
短
い
が
会
話
引
用
も
認
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
序
品
の
妙
法
蓮
華
経
に

お
い
て
果
た
す
役
割
は
、
冒
頭
の
「
我
」
の
よ
っ
て
語
ら
れ
る
妙
法
蓮
華
経
説

話
の
も
っ
と
も
外
側
の
入
れ
子
構
造
を
支
え
る
も
の
で
、
方
便
品
以
下
の
妙
法

蓮
華
経
説
話
の
場
の
設
定
に
深
く
関
わ
っ
て
い
る
文
章
で
あ
る
。
即
ち
、

　

５
、
妙
法
蓮
華
經
序
品
第
一

　
　
　

是
（
の
）
如
く
我
聞
（
き
た
ま
）
へ
き
。

　
　

『 

一
時
、
佛
王
舍
城
と
耆
闍
崛
山
と
の
中
に
住
（
し
た
ま
）
へ
り
き
。
大

比
丘
の
衆
萬
二
千（
返
）與
倶
な
り
き
。（
以
下
略
）

（
巻
第
一
・
序
品
）

と
始
ま
る
序
品
の
冒
頭
の
語
り
は
、
説
話
の
場
と
し
て
、
ま
ず
、「
王
舍
城
と

耆
闍
崛
山
と
の
中
」
と
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
話
柄
展
開
の
舞
台
を
規
定
す
る
。

こ
れ
に
続
き
、
こ
の
「
場
」
に
集
ま
っ
た
阿
羅
漢
、
菩
薩
摩
訶
薩
、
大
衆
等
の

叙
述
と
な
る
。
こ
れ
ら
は
、
基
本
的
に
「
き
」
の
時
制
で
行
わ
れ
る
。

　

前
節
以
前
で
は
、
地
の
文
と
会
話
文
の
入
れ
子
型
構
造
に
拠
っ
て
、
会
話
文

の
訓
読
語
の
表
現
性
が
多
様
で
、
様
々
な
文
末
表
現
を
採
る
事
を
論
じ
て
、
そ

れ
を
、
地
の
文
は
、
平
叙
の
表
現
を
中
心
に
、
謂
わ
ば
、
淡
々
と
支
え
て
い
る

事
を
明
ら
か
に
し
た
が
、
そ
れ
と
は
別
の
レ
ベ
ル
で
の
説
話
の
入
れ
子
型
構
造

を
認
め
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。
即
ち
、
序
品
は
、
妙
法
蓮
華
経
説
話
の
展
開
を

基
底
で
支
え
た
も
の
で
、
過
去
時
制
を
明
確
に
打
ち
出
し
て
の
場
の
設
定
を
し

て
い
る
と
認
め
ら
れ
る
。
即
ち
、
そ
の
表
現
の
必
要
性
に
拠
っ
て
、
文
末
に
助

動
詞
「
き
」
が
多
出
す
る
も
の
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
確
か
に
、

語
り
の
文
体
差
と
名
付
け
る
事
が
出
来
よ
う
が
、そ
れ
は
、「
地
の
文
対
会
話
文
」

の
把
握
と
は
視
座
の
異
な
っ
た
も
の
で
、
恐
ら
く
、
言
語
体
系
の
差
そ
の
も
の

と
言
う
よ
り
は
、
文
章
の
内
容
的
に
、
妙
法
蓮
華
経
の
説
話
展
開
に
必
要
と
さ

れ
る
説
話
の
過
去
時
制
の
「
場
」
を
設
定
す
る
要
求
か
ら
現
れ
た
、
謂
わ
ば
、

文
学
言
語
的
な
捉
え
方
に
よ
る
文
体
差
と
で
も
称
す
る
こ
と
が
出
来
よ
う
。

　

さ
て
、
右
に
は
、
助
動
詞
「
き
」
の
巻
別
出
現
を
記
述
し
、
説
話
の
入
れ
子

型
枠
構
造 

―「
語
り
の
構
造
」
に
お
け
る
文
体
差
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
知
れ

な
い 

― 

に
関
わ
る
視
点
か
ら
説
明
を
付
け
た
。
こ
の
説
話
展
開
上
の
枠
構
造

と
言
う
見
方
は
、「
地
の
文
対
会
話
文
」
の
視
点
の
文
体
差
と
ど
の
よ
う
に
絡

み
合
う
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

稿
者
は
、
立
体
的
な
言
語
記
述
と
言
う
も
の
を
目
指
し
て
み
る
べ
き
だ
と
言

う
立
場
に
立
つ
が
、
こ
の
二
つ
の
視
点
か
ら
の
文
体
差
を
対
象
に
し
た
場
合
、

即
、
階
層
的
な
構
造
で
捉
え
て
み
よ
う
と
す
る
立
場
が
あ
ろ
う
。
即
ち
、
助
動

詞
「
き
」
の
他
出
は
、巻
一
の
地
の
文
に
色
濃
く
出
現
す
る
事
象
で
あ
る
か
ら
、

地
の
文
の
下
位
構
造
と
し
て
懸
か
る
事
象
を
捉
え
て
み
よ
う
と
す
る
試
み
で
あ
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る
。
し
か
し
、
こ
の
文
体
的
構
造
把
握
に
は
、
例
外
が
多
す
ぎ
る
。
即
ち
、「
地

の
文 

― 

会
話
文
」
の
二
元
構
造
の
「
地
の
文
」
の
下
位
と
し
て
「
過
去
時
制

表
示
文 

― 

非
過
去
時
制
表
示
文
」
の
文
体
差
を
措
定
し
よ
う
と
す
る
も
の
で

あ
る
が
、
会
話
文
の
中
に
も
、
会
話
文
中
が
入
れ
子
型
に
な
っ
た
過
去
時
制
文

が
か
な
り
の
数
存
在
す
る
。
し
か
も
、
会
話
文
中
の
方
が
、
過
去
時
制
表
現
の

表
現
法
（evidential
に
関
係
す
る
表
現
）
が
豊
富
で
あ
る
。
即
ち
、
階
層
的
、

段
階
的
な
体
系
を
描
こ
う
と
す
る
こ
と
に
は
問
題
が
多
い
。

　
「
地
の
文 

― 

会
話
文
」
と
言
う
捉
え
方
は 

― 

漢
文
訓
読
語
の
場
合
に
は
厳
密

に
は
当
た
ら
な
い
と
思
わ
れ
る
が 
―「
文
章
語（
書
記
言
語
）― 

会
話
語
（
口
頭

語
）」
と
言
う
対
立
的
概
念
把
握
に
近
そ
う
で
あ
る
か
ら
、
か
か
る
視
点
か
ら

の
文
体
差
の
記
述
で
あ
る
と
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
助
動
詞
「
き
」
の
問
題
は
、

説
話
展
開
の
場
面
を
さ
さ
え
る
言
語
差
、語
り
の
方
法
の
問
題
で
あ
ろ
う
か
ら
、

「
地
の
文 

― 

会
話
文
」
と
は
、
視
点
が
異
な
る
も
の
で
あ
る
と
説
明
せ
ざ
る
を

得
な
い
で
あ
ろ
う
。

　

さ
す
れ
ば
、
最
文
末
一
語
し
か
捉
え
て
は
居
な
い
が
、
多
角
的
に
視
点
を
設

定
し
た
そ
の
視
点
の
数
だ
け
の
文
体
差
が
記
述
さ
れ
て
も
良
い
こ
と
に
な
ろ

う
。
恐
ら
く
、
多
角
的
視
点
を
統
べ
る
当
時
の
人
々
の
概
念
的
な
枠
組
み 
― 
研

究
者
側
か
ら
す
れ
ば
、
研
究
の
パ
ラ
ダ
イ
ム 

― 

が
形
成
さ
れ
て
良
い
こ
と
に

な
る
。
即
ち
、
助
動
詞
「
き
」
を
視
点
と
し
て
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
体
分

析
を
行
え
ば
、先
の
対
立
的
尺
度
で
あ
る
地
の
文
内
に
も
文
体
差
が
生
じ
る
し
、

会
話
文
内
に
お
い
て
も
会
話
文
に
文
体
差
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
諄
く

な
る
が
、
こ
の
よ
う
な
構
造
観
で
捉
え
れ
ば
、
地
の
文 

― 

会
話
文
の
下
位
分

類
的
な
位
置
づ
け
に
な
っ
て
い
る
が
、
下
位
分
類
基
準
で
あ
る
保
証
は
ど
こ
に

も
な
い
。
つ
ま
り
、
時
制
の
問
題
が
、
地
対
会
話
の
分
析
基
準
の
下
位
概
念
で

あ
る
保
証
が
な
い
か
ら
で
あ
る
。

　

未
だ
稿
者
自
体
が
明
確
な
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ
て
、
稿
者
自
身
の
パ
ラ
ダ
イ
ム

を
作
り
上
げ
て
は
居
な
い
こ
と
を
告
白
せ
ざ
る
を
得
な
い
が
、
今
は
、
異
な
っ

た
視
点
か
ら
の
文
体
分
析
に
お
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
像
が
描
け
る
で
あ
ろ
う

事
、
そ
の
事
を
否
定
す
る
根
拠
は
ど
こ
に
も
な
い
し
、
こ
れ
ら
の
多
角
的
視
点

で
描
き
得
た
文
体
差
を
、
統
べ
て
い
く
べ
き
形
而
上
的
観
念
を
如
何
に
設
定
す

る
か
の
問
題
と
し
て
、
後
の
課
題
と
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。

一
一�

、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
文
末
表
現
体
系
と
大
毗
盧
遮
那
経
天

喜
六
年
点
の
文
末
表
現
体
系

　

さ
て
、
第
四
節（
（（
（

に
取
り
上
げ
て
文
末
最
末
尾
一
語
の
集
計
を
行
っ
た
、
大
毗

盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
明
算
点
の
数
量
的
な
文
末
表
現
体
系
と
の
比

較
を
行
っ
て
お
く
。

　

既
に
お
気
付
き
で
あ
ろ
う
が
、
文
体
分
析
を
行
う
視
点
は
、
右
に
説
い
た
如

く
、
単
一
で
は
あ
り
得
な
い
。「
地
の
文 

― 

会
話
文
」
と
言
っ
た
文
体
差
を
求

め
よ
う
と
し
て
仮
設
し
た
視
点
と
、妙
法
蓮
華
経
そ
の
も
の
を
一
種
の
「
説
話
」

と
見
立
て
、
説
話
の
語
り
の
方
法
と
か
、
説
話
の
表
現
の
場
と
か
言
っ
た
視
点

で
の
文
体
分
析
も
可
能
で
あ
る
。
こ
の
多
角
的
視
点
の
一
段
高
次
の
統
合
は
、

今
か
ら
求
め
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
は
告
白
し
た
が
、
特
に
、
後
者
の

視
点
か
ら
の
文
体
分
析
が
可
能
で
あ
る
以
上
、
実
は
、
対
象
資
料
は
完
結
体
の
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全
体
に
目
配
り
を
す
る
必
要
が
あ
る
。
即
ち
、
密
教
の
経
た
る
大
毗
盧
遮
那
経

天
喜
六
年
点
も
、「
仏
説
」
形
を
採
る
密
教
の
経
で
あ
る
以
上
、
説
話
的
な
場

の
設
定
が
可
能
で
あ
る
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
す
れ
ば
、
大
毗
盧
遮
那

経
天
喜
六
年
点
も
全
巻
を
調
査
対
象
と
す
る
必
要
が
浮
か
び
上
が
る
。
こ
の
問

題
は
、
次
節
で
触
れ
る
こ
と
と
す
る
が
、
二
種
の
資
料
の
用
例
か
ら
纏
め
た
表

の
比
較
に
つ
い
て
記
述
を
す
る
（
本
稿
は
、
上
下
二
篇
の
論
考
の
「
下
」
に
あ
た
る
も

の
で
あ
る
。所
載
雑
誌
の
号
が
分
か
れ
た
の
で
、大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
集
計
結
果
も
、

再
掲
す
れ
ば
良
い
の
で
あ
ろ
う
が
、
重
複
を
避
け
る
た
め
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
数

値
は
、「
上
」
を
御
覧
戴
き
た
い
。）。

　

さ
て
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
の
文
末
表
現
に
つ
い
て
、

妙
法
蓮
華
経
明
算
点
と
の
比
較
を
記
述
し
て
お
き
た
い
。

　

大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
お
い
て
は
、
動
詞
の
ム
ー
ド
は
、

終
止
形
の
終
止
法
の
他
に
、
命
令
形
の
命
令
法
が
多
出
す
る
。
連
体
形
の
疑
問

語
に
対
応
す
る
終
止
法
も
認
め
ら
れ
る
。
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
集
計
で
は
、

連
体
形
の
終
止
法
、命
令
形
の
命
令
法
の
出
現
は
、会
話
文
の
特
徴
で
あ
っ
た
。

動
詞
の
分
析
か
ら
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
の
文
末
状
況

は
、妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
文
の
文
末
と
通
じ
ず
る
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、

比
率
の
問
題
と
し
て
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
現
れ
る

命
令
法
の
比
率
が
高
い
こ
と
が
指
摘
で
き
る
。
命
令
法
の
出
現
率
の
高
さ
を
、

事
相
的
色
彩
が
強
い
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
の
文
末
表
現

の
特
徴
と
見
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　

形
容
詞
の
場
合
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
は
、
終
止
形

の
出
現
が
確
認
さ
れ
る
。
特
立
し
た
「
な
し
」
に
は
、
終
止
形
と
命
令
形
が
確

認
さ
れ
る
。
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
け
る
形
容
詞
は
、「
な
し
」
の
終
止
形

が
地
の
文
に
現
れ
る
以
外
に
は
、
形
容
詞
終
止
形
、
特
立
し
た
「
な
し
」
の
終

止
形
、
命
令
形
共
に
、
会
話
文
に
集
中
す
る
。
比
率
の
問
題
を
記
述
す
れ
ば
、

大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
お
け
る
形
容
詞
の
出
現
自
体
の
比

率
が
高
く
は
な
い
。
即
ち
、出
現
比
率
を
考
え
れ
ば
、大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・

五
天
喜
六
年
点
の
形
容
詞
の
出
現
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
の
状
況
に

比
べ
て
、
地
の
文
よ
り
の
も
の
で
あ
る
と
認
め
ら
れ
よ
う
。

　

補
助
動
詞
文
末
は
、大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
「
た
ま
ふ
」「
た

て
ま
つ
る
」
に
命
令
形
の
命
令
法
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点

の
会
話
部
分
と
通
じ
る
性
格
で
あ
る
こ
と
が
判
る
。
し
か
し
、
妙
法
蓮
華
経
明

算
点
に
は
、
連
体
形
に
よ
る
疑
問
表
現
の
用
法
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
大
毗
盧

遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
の
表
現
性
の
幅
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の

会
話
部
分
の
表
現
性
よ
り
も
、
狭
い
と
見
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

ヴ
ォ
イ
ス
の
助
動
詞
は
、大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に「
し
む
」

の
命
令
法
が
認
め
ら
れ
る
か
ら
、
基
本
的
に
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話

部
分
通
じ
る
と
判
断
で
き
る
。

　

テ
ン
ス
の
助
動
詞
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
お
い
て
は
、

一
例
の
み
が
確
認
さ
れ
る
。
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
は
、
地
の
文
、
会
話
文
と

も
に
出
現
し
て
い
る
が
、
こ
れ
が
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点

と
大
き
く
異
な
る
。
右
に
、
テ
ン
ス
の
助
動
詞
は
、
説
話
の
表
現
を
支
え
る
も

の
と
し
て
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
で
使
用
さ
れ
て
い
る
と
説
い
た
が
、
こ
う
し
た
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見
方
が
成
立
す
る
と
す
れ
ば
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
は
仏

説
の
形
を
取
る
が
、
説
話
的
色
彩
が
薄
い
と
見
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

ア
ス
ペ
ク
ト
の
助
動
詞
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
お
い

て
専
ら
、
終
止
形
の
終
止
法
が
現
れ
る
。
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
い
て
は
、

終
止
形
以
外
に
、
連
用
形
の
疑
問
表
現
の
終
止
法
も
現
れ
て
は
い
る
が
、
用
例

は
多
く
な
い
。
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
は
、
終
止
形
が
地
の
文
、
会
話
文
に
分

布
す
る
の
で
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
の
終
止
形
の
出
現
の

性
格
を
判
断
す
る
材
料
と
は
な
ら
な
い
。

　

指
定
の
「
な
り
」、「
た
り
」
も
終
止
形
で
現
れ
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
は

地
の
文
に
も
、
会
話
文
の
文
末
に
も
出
現
す
る
。
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五

天
喜
六
年
点
も
同
様
で
あ
る
。
比
況
の
「
ご
と
し
」
も
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点

の
地
の
文
、
会
話
文
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
も
終
止
形

が
等
し
く
出
現
す
る
。

　
「
べ
し
」
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
に
お
い
て
、
会
話
文
の
特
徴
的
な
助
動

詞
だ
と
性
格
付
け
を
し
た
が
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
も

使
用
例
が
多
い
。

　

モ
ダ
リ
テ
ィ
ー
表
現
に
関
連
し
て
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
文
の
特
徴

と
し
て
、
推
量
の
助
動
詞
「
む
」、「
ま
し
」、「
じ
」
の
出
現
に
つ
い
て
も
、
先

に
指
摘
し
た
が
、大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
お
い
て
も
「
む
」、

「
じ
」
の
出
現
が
あ
る
。

　

助
動
詞
「
ず
」
に
関
し
て
も
、妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
文
の
現
れ
方
と
、

大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
お
け
る
出
現
が
同
傾
向
を
示
す
。

　

文
末
に
お
け
る
助
詞
の
出
現
は
、
格
助
詞
の
「
と
」
以
外
は
、
妙
法
蓮
華
経

明
算
点
に
お
い
て
会
話
文
末
に
現
れ
て
、
出
現
語
種
が
多
い
。
こ
れ
ら
は
、
疑

問
、
反
語
、
倒
置
に
与
る
も
の
で
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点

に
お
い
て
も
同
様
の
傾
向
を
指
摘
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

　

ク
語
法
の
出
現
は
、
入
れ
子
型
文
章
に
関
す
る
も
の
で
、
両
者
に
差
は
現
れ

な
い
。
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜
六
年
点
に
は
、
陀
羅
尼
の
引
用
に
現

れ
る
の
が
特
徴
と
言
え
ば
特
徴
で
あ
る
。

　

即
ち
、
以
上
の
両
資
料
の
対
比
の
結
果
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・
五
天
喜

六
年
点
の
文
末
表
現
法
体
系
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
文
の
文
末
体
系

の
通
じ
る
も
の
で
あ
る
と
判
断
さ
れ
る
が
、
た
だ
、
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
三
・

五
天
喜
六
年
点
の
性
格
と
し
て
は
、
よ
り
地
の
文
側
に
寄
っ
た
性
格
で
あ
ろ
う

と
判
断
さ
れ
る
。

　

こ
の
問
題
を
解
き
明
か
す
に
は
、
実
は
、
地
の
文
と
会
話
文
と
を
峻
別
し
て
、

訓
読
語
を
分
析
し
な
け
れ
ば
成
ら
な
い
。し
か
し
、次
節
の
如
き
問
題
を
含
む
。

一
二
、
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
文
章
構
造

　

最
後
に
、
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
文
章
構
造
に
つ
い
て
触
れ
て
お
き

た
い
。
第
五
節
ま
で
に
触
れ
た
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
文
末
表
現
は
、

巻
第
三
・
五
の
二
巻
で
あ
っ
た
。
自
ら
が
、
移
点
に
携
わ
っ
た
二
巻
で
あ
る
が
、

大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
途
中
の
二
巻
で
あ
る
。
仏
説
の
形
を
取
る
密
教

経
典
の
枠
構
造
、
即
ち
、
入
れ
子
型
構
造
の
状
況
を
確
認
し
て
文
体
分
析
の
あ

り
方
を
考
え
て
お
き
た
い
。
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さ
て
、
妙
法
蓮
華
経
に
お
け
る
分
析
視
点
は
、
右
に
は
、
二
視
点
を
示
し
て

分
析
結
果
を
記
述
し
た
が
、
そ
の
二
視
点
に
従
っ
て
の
文
体
分
析
を
略
述
し
て

お
く
。
龍
光
院
に
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
六
年
点
の
一
具
の
内
の
巻
第
一
と

別
本
の
巻
第
一
が
あ
り
共
に
、
中
院
僧
正
点
の
加
点
が
あ
る
。
こ
の
二
資
料（
（（
（

に

即
し
て
、
巻
頭
の
状
況
を
記
述
し
て
み
た
い 

― 

本
稿
の
（
上
）
に
示
し
た
思

考
過
程
の
逆
を
目
指
す
も
の
で
あ
る
。

　

巻
第
一
巻
頭
の
構
造
は
、
仏
説
の
形
を
採
っ
て
、
妙
法
蓮
華
経
に
等
し
い
。

　

６
、
大
毗
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
巻
第
一

　
　
　

入
眞
言
門
住
心
品
第
一

　
　
　

是
（
の
）
如
く
我
聞
（
き
た
ま
へ
）
き
。

　
　

『 

一
時
、
薄
伽
梵
、
如
來
加
持
の
廣
大
に
（
し
）
て
金
剛
（
の
）
こ
と
き

法
界
の
宮
に
住
（
し
た
ま
）
ひ
き
。
一
切
の
持
金
剛
ー

者
、
皆
（
な
）

悉
（
く
）
集
會
（
し
た
ま
）
へ
り
。（
以
下
略
）

（
平
安
後
期
点
・
巻
第
一
・
入
眞
言
門
住
心
品
）

　

７
、
大
毗
盧
遮
那
成
佛
神
變
加
持
經
巻
第
一

　
　
　

入
眞
言
門
住
心
品
第
一

　
　
　

是
（
の
）
如
（
き
）
こ
と
を
我
聞
（
き
た
ま
）
へ
き
。

　
　

『 

一
時
、
薄
伽
梵
、
如
來
加
持
の
廣
大
に
金
剛
（
の
）
こ
と
く
あ
る
法
界

宮
に
住
せ
り
き
。
一
切
持
金
剛
者　

皆
（
な
）
悉
（
く
）
集
會
せ
り
。

（
以
下
略
）

（
天
喜
五
年
点
・
巻
第
一
・
入
眞
言
門
住
心
品
）

の
如
く
に
始
ま
る
。
例
７
は
、
冒
頭
、
下
二
段
「
た
ま
ふ
」
が
確
認
さ
れ
て
妙

法
蓮
華
経
明
算
点
に
等
し
い
。
例
６
は
、
下
二
段
「
た
ま
ふ
」
の
確
例
で
は
な

い
が
、
共
に
、
テ
ン
ス
の
助
動
詞
「
き
」
が
現
れ
る
。
こ
の
一
文
が
最
も
外
側

の
構
造
を
な
す
こ
と
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
と
同
様
で
あ
る
。「
一
時
」
以

下
に
、
説
法
の
場
が
形
成
さ
れ
る
の
も
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
と
同
様
で
あ
る

が
、
二
段
階
目
の
構
造
の
第
一
文
は
、
テ
ン
ス
の
助
動
詞
「
き
」
が
現
れ
る
も

の
の
、
以
降
の
文
末
表
現
は
、
専
ら
、
ア
ス
ペ
ク
ト
の
助
動
詞
に
支
え
ら
れ
た

も
の
で
、
稿
を
改
め
て
論
じ
る
必
要
を
感
じ
て
い
る
。
加
点
時
期
も
近
い
と
推

定
さ
れ
、同
じ
く
中
院
僧
正
点
加
点
の
大
毗
盧
遮
那
経
で
あ
る
が
、右
の
例
６
・

例
７
の
比
較
だ
け
で
も
、
両
資
料
間
の
訓
読
語
の
異
同
が
確
認
さ
れ
る
が
、
こ

の
異
質
な
る
事
も
後
の
検
討
に
俟
た
ね
ば
な
ら
な
い
。

　

仏
説
の
経
と
し
て
の
構
造
は
似
て
い
る
が
、
大
毗
盧
遮
那
経
は
、
事
相
的
な

色
彩
が
濃
い
。
前
に
取
り
上
げ
た
巻
第
三
・
五
を
分
析
す
る
と
、
巻
第
三
で
は
、

世
間
成
就
品
第
五
は
、「
爾
時
世
尊
」
始
ま
る
一
文
だ
け
が
地
の
文
で
、
後
は
、

偈
と
な
っ
て
い
る
。
悉
地
出
現
品
第
六
は
、「
爾
時
」
で
始
ま
る
段
が
七
段
存

す
る
が
、
最
初
の
一
文
乃
至
二
文
が
地
の
文
で
あ
っ
て
、
段
中
に
も
僅
か
に
地

の
文
が
認
め
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
他
の
殆
ど
が
、
会
話
文
及
び
偈
で
構
成
さ

れ
る
。
成
就
悉
地
品
第
七
は
、
全
体
が
偈
で
あ
る
。
転
字
輪
漫
荼
羅
行
品
第
八

は
、
地
の
文
と
会
話
・
偈
が
、
短
い
文
章
量
で
交
替
す
る
が
、
陀
羅
尼
や
描
像

法
な
ど
を
説
い
て
、
事
相
的
色
合
い
が
濃
い
。
文
末
も
命
令
形
等
、
儀
軌
類
に

多
い
文
末
が
採
用
さ
れ
る
。
巻
第
五
の
字
輪
品
第
十
は
、
陀
羅
尼
と
加
持
法
と

の
記
述
が
多
く
行
者
に
対
し
て
語
り
か
け
る
指
示
的
な
文
章
と
な
っ
て
い
る

し
、
秘
密
漫
荼
羅
品
第
十
一
は
、
偈
の
部
分
が
圧
倒
的
で
あ
る
。
入
秘
密
漫
荼
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羅
法
品
第
十
二
は
、九
行
ほ
ど
の
短
い
文
章
で
あ
る
が
、七
行
を
偈
が
占
め
る
。

入
秘
密
漫
荼
羅
位
品
第
十
三
は
、
地
の
文
に
分
類
す
べ
き
記
述
が
他
品
に
比
べ

て
多
い
。
秘
密
八
印
品
第
十
四
は
、
陀
羅
尼
の
引
用
が
多
い
が
、
そ
の
地
の
文

の
文
末
表
現
も
、
動
詞
命
令
形
が
出
現
す
る
。
持
明
禁
戒
品
第
十
五
・
阿
闍
梨

眞
實
智
品
第
十
六
・
布
字
品
第
十
七
は
、
偈
が
殆
ど
を
占
め
る
。
会
話
文
や
偈

を
引
用
す
る
時
に
使
用
さ
れ
る
漢
字
「
曰
」、「
言
」
な
ど
で
会
話
や
偈
が
引
用

さ
れ
て
い
る
箇
所
も
あ
る
が
、
有
標
で
あ
る
例
ば
か
り
で
は
な
く
、

　

８
、
復
（
た
）
次
（
に
）『
秘
密
主 

諦
（
か
に
）
彼
の
密
印
と
形
相
と
敷
置

す
る
聖
天
（
の
）［
之
］
位
と
威
驗
現
前
と
三
昧
の
所
起
と
を
聽
け
。

是（
返
）（
の
）
如
き
五
者は

往
昔
の
諸
佛
の
成
（
し
）
た
ま
ふ
菩
提
法
は
界

虚
空
の
行
な
り
。
本
所
は
誓
願
し
た
ま
ひ
て
无
餘（
返
）の
衆
生
界
を
度

脱
（
し
）
て
彼
の
眞
言
門
の
菩
薩
の
行（
返
）を
修
（
す
る
）
諸
の
菩
薩（
返
）

を
利
益
し
安
樂（
待
）（
せ
）
む
と
欲（
待
）（
る
か
）
故
な
り
』
と
の
た
ま
ふ
。

金
剛
手
の
言
に
是（
返
）（
の
）
如
（
く
）
な
り
『
世
尊
願
樂
（
す
ら
）
く

は
聞
（
か
む
）
と
欲す

』。
時
（
に
）
薄
伽
梵 

偈
頌（
返
）（
を
）
以
（
て
）

曰
（
く
）。

（
大
毗
盧
遮
那
経
巻
第
五
天
喜
六
年
点
・
一
九
ウ
３
）

右
の
例
８
は
、
偈
が
あ
っ
た
直
後
の
文
章
で
あ
る
が
、
傍
線
の
如
く
「
聽
け
」

の
命
令
法
が
認
め
ら
れ
る
。実
は
、無
標
で
あ
る
が
会
話
文
が
二
つ
含
ま
れ
る
。

『 

』
で
示
し
た
部
分
で
、
こ
の
中
に
命
令
形
の
命
令
法
が
含
ま
れ
て
い
る
の
で

あ
る
。
大
毗
盧
遮
那
経
の
漢
文
体
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
ろ
う
が
、
こ
う
し
た
会

話
文
を
析
出
し
て
い
け
ば
、地
の
文
は
、極
め
て
少
な
い
の
で
あ
る
。
巻
第
三
・

五
の
文
末
に
会
話
的
色
彩
が
濃
い
が
地
の
文
寄
り
で
あ
る
の
は
、
こ
う
し
た
漢

文
体
の
影
響
が
あ
ろ
う
。
儀
軌
類
と
共
に
数
量
化
し
て
具
体
的
に
示
す
必
要
を

感
じ
る
が
、
紙
数
も
尽
き
て
き
た
の
で
、
以
下
に
掲
げ
る
問
題
と
共
に
、
後
に

俟
ち
た
い
。

　

概
述
し
た
如
く
、
本
稿
に
取
り
上
げ
た
大
毗
盧
遮
那
経
天
喜
五
年
点
巻
第

三
・
五
の
文
章
構
成
は
、
比
率
と
し
て
会
話
文
・
偈
が
多
い
と
認
め
ら
れ
る
。

無
標
で
地
の
文
と
も
見
え
る
所
を
ど
う
訓
読
す
る
の
か
、
こ
れ
も
、
多
資
料
で

の
比
較
が
必
要
な
問
題
で
あ
る
。
地
の
文
に
埋
没
し
た
と
思
わ
れ
る
文
の
訓
読

語
文
末
表
現
に
は
、
右
に
触
れ
た
よ
う
に
命
令
法
が
出
現
し
た
り
す
る
。
全
体

と
し
て
捉
え
れ
ば
、
会
話
文
調
の
勝
っ
た
訓
読
語
が
基
調
と
な
っ
て
い
る
よ
う
に

認
め
ら
れ
る
が
、
数
量
的
に
は
、
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
会
話
文
末
の
体
系
よ
り

は
、や
や
妙
法
蓮
華
経
明
算
点
の
地
の
文
寄
り
に
位
置
づ
け
ら
れ
そ
う
で
あ
る
。

　

ま
た
、
今
一
つ
の
問
題
は
、
大
毗
盧
遮
那
経
の
訓
読
語
の
基
本
的
な
姿
勢
を

考
え
て
み
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
事
相
書
の
訓
読
と
し
て
は
、
儀
軌
類
も
同
様

に
考
え
ら
れ
る
が
、
地
の
文
と
思
し
き
部
分
に
埋
没
し
て
、
命
令
法
が
出
現
し

た
り
す
る
。
こ
の
現
象
は
、
修
法
を
行
者
（
訓
読
者
）
に
語
り
か
け
て
い
る
と

も
捉
え
る
こ
と
が
で
き
る
も
の
で
あ
る
。
稿
を
改
め
て
、
事
相
書
に
お
け
る
訓

読
語
の
〝
語
り
〟
が
如
何
な
る
構
造
を
持
っ
た
も
の
で
あ
る
か
の
検
討
が
残
っ

た
が
、
大
き
な
課
題
で
あ
る
と
自
覚
し
て
い
る
。
即
ち
、
説
話
的
に
比
較
的
端

正
な
訓
読
語
構
造
を
採
る
妙
法
蓮
華
経
の
訓
読
に
お
け
る
訓
読
語
の
〝
語
り
〟

と
、
事
相
関
係
の
書
の
訓
読
語
の
〝
語
り
〟
と
が
、
同
質
の
も
の
で
あ
る
か
ど

う
か
の
検
討
は
、
是
非
行
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
て
い
る
。
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二
十
一

お
わ
り
に

　

従
来
の
漢
文
訓
読
語
史
研
究
に
お
い
て
、
極
め
て
曖
昧
に
扱
わ
れ
て
き
た
大

毗
盧
遮
那
経
や
妙
法
蓮
華
経
の
内
部
に
お
け
る
訓
読
語
の
構
造
差
と
文
体
差
の

問
題
は
、
右
の
検
討
か
ら
明
確
な
差
が
存
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に

な
っ
た
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
差
の
出
現
す
る
理
由
を
解
明
す
る
こ
と
が
今
後
の

課
題
で
あ
ろ
う
。
主
と
し
て
、
助
動
詞
や
助
詞
と
い
う
読
添
語
の
レ
ベ
ル
で
の

語
形
が
問
題
中
に
色
濃
い
が
、
独
り
日
本
語
の
問
題
と
い
う
訳
で
は
恐
ら
く
無

く
て
、
原
漢
文
の
構
造
分
析
と
訓
読
語
の
〝
語
り
〟
を
併
せ
て
行
わ
ね
ば
な
ら

な
い
こ
と
は
、
略
説
と
な
っ
た
が
、
最
終
節
に
確
認
を
し
た
。

　

即
ち
、
原
漢
文
の
構
造
差
の
問
題
と
連
動
し
た
訓
読
語
の
〝
語
り
〟
の
方
法

と
訓
読
語
の
関
連
、
ま
た
、
漢
文
の
内
容
的
資
料
性
に
よ
る
訓
読
語
の
〝
語
り
〟

の
解
明
を
今
後
、
積
み
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
。

　

ま
た
、
訓
読
語
分
析
の
方
法
論
の
問
題
が
あ
ろ
う
。
当
然
、
深
化
を
求
め
る

必
要
が
あ
る
が
、
本
稿
、
上
・
下
に
採
用
し
た
方
法
は
、
文
末
最
終
一
語
の
数

量
的
な
処
理
で
あ
っ
た
。
現
在
、
稿
者
は
、
文
末
表
現
も
、
文
末
一
文
節
単
位

で
の
研
究
方
法
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
る
と
切
実
に
感
じ
て
い
る
し
、
文
末
の

み
で
は
な
く
、
訓
読
語
の
読
添
語
の
分
析
の
方
法
を
開
拓
す
る
必
要
が
あ
る
と

思
っ
て
い
る
。

　

課
題
は
多
い
が
、
総
て
は
、
後
考
に
俟
ち
た
い
。

注（
17
）
拙
著
『
平
安
鎌
倉
時
代
漢
文
訓
読
語
史
料
論
』（
平
成
十
九
年
二
月
、
汲

古
書
院
）
第
三
章
第
一
節
。

（
18
）
築
島
裕
『
平
安
時
代
の
漢
文
訓
読
語
に
つ
き
て
の
研
究
』（
昭
和
三
十
八

年
三
月
、
東
京
大
学
出
版
会
）。

（
19
）
山
口
佳
紀
『
古
代
日
本
文
体
史
論
考
』（
平
成
五
年
四
月
、有
精
堂
出
版
）。

（
20
）
注
17
文
献
。

（
21
）
拙
稿
「
中
院
僧
正
明
算
の
訓
読
語
（
上
）
― 

宗
派
流
派
内
の
訓
読
語
体

系
の
記
述
を
巡
っ
て 

―
」（『
広
島
大
学
大
学
院
文
学
研
究
科
論
集
』
第
七
〇

巻
、
平
成
二
十
二
年
十
二
月
）。

（
22
）
平
成
九
年
の
調
査
時
に
、
巻
第
一
を
移
点
分
担
さ
れ
た
の
は
、
築
島
裕

博
士
（
平
安
後
期
点
）
と
花
野
憲
道
氏
（
天
喜
六
年
点
）
で
あ
っ
た
。
そ
の

移
点
本
を
拝
借
し
て
、
再
移
点
を
行
な
っ
た
本
文
を
使
っ
て
、
先
ず
、
巻
頭

の
状
況
を
記
述
す
る
。

　
　
　
［
付
記
］

　

本
稿
の
執
筆
中
に
逝
か
れ
た
築
島
裕
先
生
に
心
か
ら
哀
悼
の
誠
を
献
げ
た

い
。
稿
者
が
、
最
も
学
問
的
な
影
響
を
受
け
た
方
の
お
一
人
で
あ
る
。
昔
日

に
思
い
を
馳
せ
つ
つ
、
こ
の
拙
稿
を
奉
じ
た
い
。
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二
十
二

A Study on Japanese Reading Word （訓読語）of 
Chu-in High Priest Meizan （中院僧正明算）（Ⅱ）

― End of a sentence expression of Myo-ho-ren-ge-kyo Meizan Ten（妙法蓮華経明算点）―

Mitsutaka MATSUMOTO

　　 For Myo-ho-ren-ge-kyo Meizan Ten （妙法蓮華経明算点） which Chu-in High Priest Meizan

（中院僧正明算） added following an article in front, I studied the Japanese. If it was clear that 

words － end of a sentence expression － of the Japanese reading was different, according to the 

difference in document, it became.


